
品、

4
h
a
k凶
年
式
周
二
十
一
日
第
三
種
郵
催
物
臨
可
(
骨
月
一
回
一
白
世
付
)

恒

済

論

叢

第

一

一

十

五

巻

俸

聞

樟
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難
昭
和
一
一
午
寸
月

務
一
日
後
行

会必、
官時

業
第

二
十
五
巷
第
四
腕

(
遁
傘
都
百
聞

1
八
紘
c

品
川
料
以
)
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リ

カ

ア

ド
の
蝕
労
働
者
階
級
勝
来
観
ミ

功
利
主
義
哲
単

森

耕

郎‘

哲
態

(ー)
1111 
姐

" f止
山

目
衣

(ニ)

γ 

"> 
捗
働
者
H時
親
指事
オミ
1国

住
リ
力

7γ
の
お
働
政
策

佃
リ
カ
ア
ド
崎
山
働
者
階
融
制
酬
の
科
単
性
と
功
別
主
義

問

題

の

提

11¥ 

古
典
仮
経
済
学
の
出
資
鮎
を
成
寸
、
五
〈
は
そ
的
背
設
に
有
ゥ
、
乱
肌
曾
哲
山
学
又
は
世
界
削
叫
ご
も
見
る
ぺ
き
も
の

は
、
云
ふ
迄
も
な
〈
功
利
主
義
哲
島
T

、
倒
人
主
義
的
自
然
机
で
あ
る
。
郎
ち
彼
等

ω問
題
ご
し
た
の
は
自
由
主
午

等
正
所
有
ご
ペ
ン
タ
ム
己
の
行
は
れ
る
天
賦
人
維
の
奥
山
梨
闘
で
あ
る
o

彼
等
は
一
様
に
純
粋
に
孤
立
的
な
る
「
経

隣
人
」
か
ら
出
後
し
て
、
凡
ゆ
る
経
憐
現
象
を
、
自
然
秩
序
、
自
由

ω制
度
を
説
明
L
ょ
う
Z
す
る
o

ア
ダ
ム
・
1

ミ
ー
の
自
然
法
制
は
フ
イ
ジ
才
タ
ラ

l
ト
の
狗
断
的
形
而
上
向
学
的
自
然
法
捌
か
ら
離
れ
、
こ
の
級
機
内
世
界
を
各

リ
カ
ア
ド
山
勢
働
者
階
執
荷
車
綱
と
功
利
主
義
苛
事

fL 
1L 

人
の
利
己
心
、
自
愛
心
か
ら
説
明
し

τゐ
る
。
即
ち
ス
ミ
ー
に
従
へ
ば
、
各
人
が
自
愛
必

(mo-F2)
利
己
心



リ
カ
ア
ド
白
勢
働
者
階
担
持
車
抑
止
明
利
主
J4
噛
背
問
中

。
O 

(勺口〈お宮山口叶

O
B
Z
E
ι
B
E
Cロ
ω
)
り
自
然
の
性
備
に
本
づ
き
、
自
己
の
利
盆
の
た
め
に
活
動
努
力
す
る
こ
E
は、

期
せ
A
Y
L
て
引
肌
曾
全
世
の
利
盆

踊
祉
を
増
進
す
る
所
以
で
あ
る
ご
云
ふ
の
で
め
る
。

仁
も
拘
は
ら
中
耳
さ
ス
は

各
人
の
利
己
的
活
動
は
期
せ
す
し
工
枇
曾
会
共

ω利
盆
を
市
川
ら
す
正
炉
、

見
え
，
さ
る
手
に
導
か
れ
て
結
局
枇
品
目
全

憾
の
後
民
正
一
致
す
る
ピ
か
一
五
ふ
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
珠
定
的
に
伽
人
の
利
盆
ご
枇
品
目
の
利
盆
ご
り
調
和
一
致
を

説
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

彼
れ
の
梨
般
的
な
る
自
然
主
義
的
世
界
凱
は
猶
は
形
而
上
率
的
利
皐
的
精
一
脚
か

ι全
然

脱
却
し
切
っ
た
も
の
ど
は
云
は
れ
な
い
。

7

F
噌
ノ

λ

に
至
っ
て
も
な
ほ
多
分
に
形
而
上
嶋
紳
山
中
的
自
然
主
義
に
蔽

は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
ベ
ン
タ
ム
は
ニ
の
形
而
上
問
中
的
一
刑
事
的
自
然
主
義
、
哲
肌
す
か
ら
全
然
脱
却

L
・
枇
曾
は
こ
れ
を
組
成
す
る
ピ
こ
ろ
の
綱
人
の
単
な
る
集
合
よ
'P
な
る
擬
制
的
幽
憾
で
あ
る
ご
な
[
、

か
の
政

大
多
数
の
故
大
卒
耐
の
原
理
を
た

τ、
以
て
例
人
主
義
的
自
然
制
、
功
利
主
義
甘
皐
を
兎
に
品
川
市
め
て
科
卒
的
に

説
明
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
プ
イ
ジ
オ
ク
ラ
ー
よ
り
λ

ミ

λ

を
経
て
イ
ン
タ
ム
に
至
る
自
然
法
制
酬
の
膝
史
的
畿
日
胤

は
一
概
に
進
歩
で
ゐ
る
ご

ν
ム
こ
ご
に
は
若
干
路
路
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
・
兎
も
角
か
、
る
降
史
的
後
展
を
五
日
々

は
辿
る
・
』
Z
が
で
き
る
の
で
ゐ
る
。

リ
ノ
カ

γ
ド
は

wm山
世
間
中
以
外
の
皐
問
に
謝
す
る
数
餐
が
砂
か
っ
た
こ
ぜ
が
結
巣
し
で
か
、
特
に
自
分
の
哲
率
、
世

界
捌
を
持
も
A
n
H
H
せ
な
か
っ
た
の
で
・
彼
れ
の
経
済
撃
を
離
れ

τ猫
立
に
彼
れ
の
世
界
川
側
、
人
位
脱
、
枇
食
哲
学

を
越

4τ
ゐ
な
い
o

け
れ
ど
も
彼
れ
の
諸
々
の
経
隣
同
学
説
、
政
策
に
お
の
づ
か
ら
一
貫

Lτ
に
じ
み
出
て
ゐ
る
も

円"



の、

そ
の
基
調
を
成
し

τ

れ
の
賞
磁
的
な
る
世
界
搬
、
人
世
翻
己
目
し
て
差
支
な
f
、

ゐ
る
も
の
は
云
ふ
迄
も
な
〈
イ
ン
タ
ム
の
功
利
主
義
哲
撃
に
外
な
ら
な
い
。
卸
も
従
来
ψ
古
典
海
経
済
挙
が
n
y

カ

ア
ド
に
於
て
そ
の
頂
貼
に
達
し
た
や
う
に
、
古
典
仮
経
済
皐
の
枇
曾
#
同
事
た
る
自
然
主
義
的
な
る
功
利
主
義
哲
亭

も
亦
"
カ
ア
ド
の
経
済
学
に
於
て
そ
の
最
も
典
型
的
な
る
具
健
的
旧
制
現
を
見
出
し
、

よ
り
て
以
て
官
時
の
町
中
間

界
、
賞
際
問
介
に
呉
市
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
る
。

ア
ダ
ム

-
z
ミ
ス
は
生
産
論
を
そ
の
最
も
主
要
な
る
闘
心
事
さ
な
し
、

一
闘
の
生
産
力
が
如
何
仁
し
て
増
大
す

る
か
を
問
題
ご
し
た
の
で
あ
る
が
、

リJ
カ
ア
ド
は
こ
れ
に
反
し
、
主
ご

L
て
分
配
論
を
論
じ
、

マ
ル
サ
ス
、

l週

の
生
産
物
が
如
何
に
し

τそ
の
生
産
の
会
巾
持
者
た
る
地
主
、
資
本
示
、
捗
働
者
の
聞
に
分
配
さ
る
、
か
を
主
要
な

る
問
題
ご
し
た
の
で
あ
る
こ
ご
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
し
か

L
彼
等
の
す
わ
り
て
も
リ
カ
ア
ド
の
主
要
な
る
閥
心
事

は
地
代
論
及
び
利
潤
論
で
あ
っ
て
、
勢
賃
論
は
こ
の
二
者
に
附
随
的
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
o

そ
れ
ゆ

ゑ
に
F
カ
ア
ド
の
勢
質
論
、
掛
労
働
者
階
級
の
未
来
削
側
、
及
び
労
働
政
策
は
、
前
批
判
期
仁
一
於
げ
る
彼
等
賞
時
の
新

興
資
本
家
階
級
の
説
貼
よ
り
見
た
る
そ
れ
で
あ
る
に
相
違
な
レ
。

リ
ノ
カ
ア
ド
は
右
の
如
〈
イ
ン
タ
ム
の
功
利
主
義
哲

m?を
背
設
に
有
も
、
孤
立
的
純
隣
人
よ
り
山
後
L
、
白
山
放

任
主
義
金
支
持
し
っ
、
、
前
批
判
期
の
頂
紡
に
於
付
る
蛍
附

ω資
本
家
階
級
わ
り
て
も
工
業
資
本
家
階
級
の
立
場

か
ら
、
如
何
に
帥
労
働
階
級
以
抽
出
的
現
在
及
び
締
本
市
川
酬
を
揃
い
た
か
、
且
つ
又
如
何
な
る
労
働
政
策
を
提
示
し
た

り
方
ア
ド
円
一
野
働
者
階
紐
崎
県
翻
正
功
刺
主
識
背
革

O 

. ~' .. 



り
カ
ア
ド
の
捗
働
者
附
融
嫡
車
伽
酬
と
功
利
主
義
背
革

。

力通
? 

世
同
時
の
資
本
家
附
絞
り
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ピ

L
τ
の
功
利
主
義
村
山
市
千
を
有
つ
に
拘
は
ら
す
、
彼
は
帥
労
賃
論
、

勢
働
者
階
級
府
寸
堺
税
的
税
型
的
異
質
性
に
如
何
に
接
近
し
、
以
て
税
山
肌
干
の
歴
史
仁
如
何
仁
重
要
な
る
地
位
ゼ
占
む

る
に
至
っ
た
が
?

而
も
又
を
の
故
に
こ
そ
そ
の
科
卒
性
に
於

τ如
何
に
限
定
せ
ら
る
、
ご
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
?

-
|
私
は
こ

ω小
文
に
於
て
こ
れ
ら

ω問
題
を
吟
味
し
て
見
た
い
ご
思
ム
。

リ
ノ
カ
ア
ド
は
功
利
主
義
哲
事
を
背
対
的
に
有
も
、
孤
立
的
経
隣
人
よ
り
山
俊
し
、
又
白
山
放
任
主
義
を
支
持
し

た
三
百
ふ
も
、
功
利
主
義
哲
与
を
展
開
し
た
る
後
、
そ
-
』
か
ら
彼
れ
の
縦
済
的
原
理
を
導
き
山
L
た
の
で
は
勿
論

な
い
o
彼
に
在
h
て
は
、
功
利
の
原
理
は
彼
れ
の
経
済
問
中
の
裡
に
惨
透

L
τ
ゐ
る
。
戒
は
胸
中
ろ
経
験
的
に
諸
経
済

事
象
を
研
究

L
た
る
成
果
ご
し

τの
功
別
主
義
#
目
印
刷
千
百
も
一
五
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
依
に
噂
』

ω論
文
仁
於
て

は
、
問
題
は
お
の
づ
か
ら
功
利
主
義
哲
与
の
内
的
吟
味
に
係
は
る
よ
b
は、

そ
れ
が
具
現
ピ

L
て
の
労
働
者
階
級

の
現
在
及
び
賂
米
州
刷
、
勢
働
政
策
の
詮
索
に
主
ご
し
て
係
は
る
で
あ
ら
う
。

一一
リ
カ
ア
ド
の
耐
労
働
者
階
級
牌
来
観

前
ノ
カ
ア
ド
の
勢
貨
諭
に
於
て
は
、
労
働
り
一
時
的
偶
然
的
側
格
な
る
市
場
偲
格
は
い
つ
か
は
辛
の
自
然
倒
椅
に

蹄
着
す
る
の
で
あ
り
、

さ
う
L
て
・
』
の
崎
労
働
の
自
然
俄
椅
は
勢
働
者
並
び
に
彼
れ
の
中
部
放
の
生
活
資
料
の
問
問
絡
に

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
生
活
資
料
は
皐
に
労
働
者
及
び
そ
の
』
米
放
を
生
理
的
に
維
持
す
る
に
足
る
絶
謝

ト ー一一一
向'.“



的
な
る
最
低
額
で
は
な
〈
、

そ
れ
に
は
文
化
的
慣
習
的
な
る
諸
要
素
を
合
み
、
時
正
蕗
ご
に
応
じ
て
種
々

Z
可
動

的
な
る
も
の
で
ゐ
る
。
即
も
「
労
働
の
自
然
倒
格
は
そ
れ
が
食
物
、
必
要
一
品
に
評
倒
せ
ら
る
、
場
合
に
於
て
も
、

絶
叫
到
的
に
確
定
不
動
な
る
も

ω己
思
つ
て
は
な
ら
な
い
。

圭
れ
は
同
じ
闘
に
於
て
も
、
時
に
よ
り
共
な
り
、

そ
し

て
異
な
れ
る
闘
に
於

τは
若
し
〈
相
J
M

止
が
あ
る
o

労
働
の
自
然
倒
格
は
主
ど
し
て
閥
民
の
風
俗
習
慣
に
依
み

Lτ

ゐ
る
の
で
あ
る
」
。

斯
品
慨
に
ソ
カ
ア
ド
の
第
貨
諭
に
依
れ
ば
、
勢
貨
は
労
働
者
の
慣
例
白
的
な
る
生
活
投
に
師
す
る
の
で
ゐ
っ
て
、
必

ら
十
し
も
一
肱
そ
れ
は
悲
制
的
労
賃
諭
正
一
概
に
一
五
は
れ
得
な
い
川

ωで
ゐ
る
。

古
れ
ば
-
』
司
令
彼
は
、

マ
ル
す
ス
人

口
法
則
の
存
在
す
る
に
も
拘
は
ら
す
・
勢
働
者
は
白
己
り
努
力
に
よ
ら
自
己
の
坂
浩
を
改
品
目
向
上
し
、
勢
貨
を
恒

久
的
に
盆
?
上
勝
1
得
る

ω
可
能
ゐ
一
る
こ
己
を
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
彼
れ
の
文
章
に
友
の
如
き
も
小
川
が
め

『
人
道

ω友
は
、

y
」
の
聞
に
於

τも
、
勢
働
者
階
級
が
慰
山
県
品
お
よ
び
享
山
梨
口
問
仁
謝
し
て
噌
好
を
有
す
べ
き
ニ

ピ
、
凡
ゆ
る
合
法
的
手
段
仁
よ
っ
て
彼
等
が
そ
れ
ら
の
も
の
を
獲
得
し
ょ
う
ど
す
る
努
力
を
鼓
郷
す
べ
き
で
あ
る

こ
正
、
を
望
ま
さ
る
を
得
な
い
。
人
口
過
剰
を
防
ぐ
仁
こ
れ
よ
り
も
良

ν保
設
は
宿
り
得
な
い
1
0

時
労
働
若
階
級
が

最
小
の
欲
望
を
古
惜
し
て
を
-
旬
、
品
も
低
廉
な
る
食
物
で
満
足
し
て
ゐ
る
や
う
な
闘
に
於
て
は
、
人
民
は
最
大
の
不

幸
正
貧
窮
正
に
曝
さ
れ

τゐ
る
o
彼
等
は
災
容
よ
り
逃
れ
る
避
難
所
を
有
た
な
い
。
彼
等
は
「
ド
低
い
地
位
に
安

り
カ
ア
ド
の
捗
働
省
階
組
摘
草
潮
と
功
制
主
議
哲
串

O 

(J同氏露Rkardo， Pl-inciples of Political EcoJ1omy. Gonnel"s ecl.. p. 74 

本 144頁)



9
カ
ア
ド
の
捗
働
者
階
級
持
品
現
在
功
刑
主
議
背
単

一O四

会
を
求
h
u
る
こ
ご
は
で
き
必
。
彼
等
は
阪
に
最
低
位
に
ゐ
る
の
で
こ
れ
以
上
落
も
や
う
が
な
い
。
彼
等
の
主
な
る

生
活
必
要
品
が
少
し
で
も
依
乏
す
る
場
合
に
彼
等
が
利
用
し
得
る
所
の
代
用
品
は
殆
ん
ど
な
〈
、
而
し
て
そ
の
依

乏
は
憐
僅
よ
h
生
宇
る
殆
ん
ど
凡
て
の
織
を
件
ふ
の
で
あ
る
」
o

五
日
々
は
又
次
の
や
う
な
詞
に
も
出
曾
ム
。

「
持
働
者
の
地
位
が
向
上
古
る
、
の
は
、
彼
等
に
よ
ち
多
〈
の
貨
併
を
、
戒
は
そ
れ
で
労
貨
が
支
岬
酬
は
る
、
所

の
、
そ
し
て
ぞ
の
伺
伯
が
下
落
し
な
か
っ
た
所
の
、
或
る
貨
物
を
よ
b
J
多
〈
輿
へ
る
こ
正
に
よ
っ
て
い
V

あ
る
o

人

口
の
増
加
古
食
物
め
増
加
ピ
は
、

一
般
に
高
き
帥
背
負
の
結
果
で
あ
っ
て
、

そ
の
必
然
的
な
る
結
県
で
は
な
い
で
ゐ

ιぅ
。
帥
労
働
者
に
支
挑
は
る
、
増
加
せ
る
倒
値
の
結
旧
端
で
あ
る
彼
れ
の
改
善
せ
ら
れ
た
る
抗
態
は
・
必
ら
宇
し
b

強
い
て
彼
を
し
て
結
婚
せ

L
め
、
家
族
の
世
請
を
見
る
に
歪
ら
し
む
ご
は
限
ら
前

H
o
-
-彼
は
十
中
八
九
、
増
加

せ
る
勢
貸

ω
一
部
分
を
依
れ
自
身
に
食
物
お
ま
ぴ
必
要
品
を
豊
宮
に
供
給
す
る
に
用
ム
る
で
あ
ら
う
、
ー
ー
に
が

'e
の
残
品
併
を
以

τ、
彼
は
、
若
し
欲
す
る
な
ら
ば
、
彼
れ
い
の
享
幾
に
役
立
つ
所
の
、
或
る
貨
物

l
l椅
子
、
卓
子
、

A
W
属
探
、
或
は
よ
b
良
吉
衣
服
、
砂
糖
、
及
び
煙
草
ー
ー
を
購
買
す
る
で
ゐ
ら
う
o

然
ら
ば
晴
加
さ
れ
た
る
彼
れ

の
労
賃
は
、
こ
れ
ら
の
貨
物
の
或
る
物
に
劃
す
る
需
要
の
増
加
ご
い
ふ
結
果
を
伶
ふ
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら

F1
而

L
て
勢
働
者
的
稲
族
は
若
し
〈
埼
加
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
ら
、
彼
れ
の
勢
貨
は
永
続
的
に
雨
量
を
縦
(
る
で
ゐ

色
う
」
(
告
。
[

Ricardo， ibid.， p. 77. (同謀本円。-1m
Hicardo， ibid.， p. 4岨 (同時本 38j-4Jτ〉
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陸
)

ト
司
ワ
ア
白
白
一
世
信
の
う
ち
に
左
の
如
き
文
句
が
あ
る
。

『
一
人
由
男
子
白
接
貨
は
た
、
に
彼
百
十
台
働
ら
い
て
ゐ
る
時
に
、
彼
れ
比
刊
日
山
岡
れ
曲
家
族
を
維
持
す
る
に
十
分
た
る
心
み
な
わ
ず
、
貴
君
由
一
五

は
る
L

ゃ
う
h
H

非
市
山
川
に
仰
よ
る
が
た
め
に
、
幻
〈
彼
を
し
て
峠
古
川
淵
行
正
保
備
金
を
刈
き
し
む
る
に
足
る
も
山
，
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し

〉

て
文
民
に
普

A
な
る
制
度
的
下
に
於
て
は
市
明
日
掠
る
ど
あ

ιう
勺

右
は
叫
労
賃
高
の
如
何
に
困
る
捗
働
者
の
涜
泊
に
鈍
す
る
リ
カ
ア
ド
の
一
般
的
児
加
で
の
っ
て
、
例
へ
比

7
1
v

ヤ
U
F

の
知
き
は
、

こ
れ
ら
の
詞
合
以
て
リ
ノ
カ
ア
ド
が
決
し

τ酷
薄
な
る
券
貸
論
を
提
唱
し
た
る
も
の
で
は
な
〈
、

彼
れ
も
亦
人
道
内
味
方
、
労
働
者

ω変
謎
者
で
あ
っ
た
こ
子
宮
一
五
ふ
の
で
あ
る
ω

阿
川

τ
y
カ
ア
ド
は
叫
芳
氏
、
帥
労
働
者
山
飾
的
限
強
己
も
一
五
は
る
ぺ
き
布
の
服
組
合
逃
ぺ
る
外
、
枇
九
百
の
進
歩
の
各

段
階
に
於
1
ぞ
れ
に
肱
じ
て
作
在
す
る
ど
こ
ろ
の
労
賃
卒
、
勢
仙
者
山
肌
践
を
一
玄
ふ
。
郎
も
進
歩
L
っ
、
ゐ
る
耐
曾

に
於

τは
、
勢
働
に
謝
す
る
前
嬰
が
そ
の
供
給
に
超
過
す
る
が
伎
に
、
第
誌
が
そ
の
白
然
卒
に
一
致
せ
ん
正
す
る

の
傾
向
ゐ
る
に
拘
は
ら
す
、
そ
の
市
場
卒
は
戒
と
一
定
の
期
間
前
に
そ
の
自
然
卒
の
上
に
ゐ
り
得
る
Q

し
か
る
に

枇
曾
が
夏
に
進
歩
す
る
に
至
乱
ば
、
労
働
に
劃
す
る
掠
要
は
漸
次
減
批
一
す
る
に
拘
は
ら
宇
、

そ
の
供
給
は
依
然
正

し
て
同
じ
削
合
に
て
増
加
し
縦
け
る
で
ゐ
ら
う
か
ら
し

c、
労
賃
は
下
落
す
る
に
至
る
で
あ
一
ら
う
、

t
y
ヵ
ア
ド

は一五
L
。
き
う

L
τ
こ
の
理
由
吉
し
て
、
彼
は
マ
ル
す
A

の
人
口
法
則
、
牧
獲
遮
減
の
法
則
、
地
代
的
理
論
を
以

て
す
る
o

卸
も
リ
カ
ア
ド
に
従
へ
ば
、
資
本
蓄
積
り
急
激
な
る
場
合
に
は
、
融
労
働
の
需
要
は
増
大
し
、
崎
背
負
勝
賞

に
困
る
抽
労
働
者
境
地
の
改
善
向
上
は
延
い
て
人
口
増
加
を
刺
戟
す
る
に
至
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
-
」

ω労
働
人
口
の

リ
カ
ア
ド
的
勢
働
者
階
級
嫡
弗
糊
ξ
功
別
主
義
哲
皐

C 
五

Letters of Ricardo to Trower. p. 48 
l¥1<u旨hRll.Principle of Economics， B ed目.p田 508
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9
カ
ア
ド
白
勢
働
者
階
娘
婿
車
翻
と
功
制
主
議
哲
問
中

一O
六

増
加
は
必
ら
十
や
食
物
倒
絡
の
騰
貨
を
促
し
、

た
め
に
耕
作
限
界
は
低
下
せ
し
め
ら
れ
、
劣
等
地
は
耕
作
せ
ら
る

そ
れ
が
た
め
殺
物
的
絡
は
永
鎖
的
仁
騰
貴
す
る
こ
古
、
な

b
、
隣
っ

τヌ
労
賃
(
質
質
勢
貨
に
非

T
、

勢
働
内
側
倣
な

b
)
も
亦
持
縦
的
に
勝
山
目
す
る
こ
と
、
な
る
。
随
つ

τ起
る
現
象
は
地
代

ω級
生
又
は
勝
良
で
ゐ

、
に
至
る
。

b
、
利
潤
卒
の
低
減
・
資
本
書
検

ω絞
地
で
あ
り
・
券
働
に
制
到
す
る
需
要
の
減
、
逃
で
め
る
Q

そ
の
結
川
市
は
叫
労
働
の

市
場
調
格
が
そ
の
白
然
倒
旅
以
下
に
降
る
か
、
そ
の
自
然
附
刷
物
そ
れ
自
ら
が
下
絡
す
る
に
至
る
か
、
ど
も
ら
か
で

、

、

、

.

、

ソ
カ
ア
ド
の
詞
に
よ
れ
ば
、
「
労
働
者
の
い
辿
命
は
よ
り
不
卒
一
1
ゐ
ら

P

フ
O

な
る
ほ

Y
一
伎
は
よ
h
多
〈
の
貨

本山

U
4
Q

。

情
勢
貨
を
受
げ
る
で
め
ら
う
が
、
彼
れ
の
穀
物
州
胃
袋
は
減
少
さ
る
、
一
じ
あ
ら
う
。
そ
し
て
彼
れ
の
勢
武
山
市
場
一
年

を
そ
の
自
然
卒
以
上
仁
保
?
』
正
が
往
々
困
難
じ
な
る

ω結
果
、
彼
れ
の
殺
物
仁
抽
出
す
る
支
配
山
み
な
ら
守
、
彼

れ
の
一
般
的
以
践
が
極
化
せ
ら
る
、
に
至
る
で
あ
ら
う
υ

穀
物
の
債
格
が
一

O
バ
ア
セ
ン
ト
総
武
官
る
な
ら
ば
.

、、

勢
貨
は
備
に
一

O
パ
ア
セ
ン
ト
よ
ふ
り
も
よ
り
少
し
、
か
勝
賞
す
る
に
す
ぎ
な
い
で
ゐ
ら
う
。
し
か
し
地
代
は
常
に

そ
れ
よ
か
も
よ

h
多
(
騰
貴
す
る
で
ゐ
ら
う
。
帥
労
働
者
の

mm態
は
一
般
的
に
退
化
し
、
そ

L
て
地
主
の
朕
践
は
慌

に
改
善
せ
ら
る
、
で
あ
ら
う
L
。

-
』
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、

9
カ
ア
ド
に
在

h
て
は
、
労
賃
卒
、
帥
労
働
者
境
地
は
、
枇
曾
め
唯
一
歩
の
初
期
の
後
述

一‘

階
段
に
在
h
τ
は、

か
な
h
良
好
で
ゐ
hJ
、
幾
制
的
な
り
で
あ
る
が
、
枇
品
目

ω進
歩
に
作
一
ヲ
て
漸
弐
不
良
正
な

b
、
悲
観
的
な
る
も
の
ピ
な
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

き
う
し
て
彼
が
問
題
ご
し
た
の
は
後
者
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

n.;cm'do， ibid.. 79. (同2聖水 154-S1~í) 1) 
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も
や
う
い
己
彼
れ
の
時
代
に
於
り
畠
一
労
賃
事
情
に
外
な
ら
な
い
。
し
か
も
彼
は
、

か
、
る
事
物
の
妹
態
は
人
骨
岬
の
如

何
己
も
す
べ
か
ら
F
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
者
自
ら
が
自
己

ω節
欲
、
努
力
に
よ
b
そ
の
地
位
、
境
過
を
改

善
せ
ん
正
す
る
は
兎
も
角
、
殊
克
に
政
府
.
立
法

ω
力
な
ど
に
頗
b
て
そ
の
朕
抽
出
を
改
善
向
上
せ
し
叫
ん
‘
ご
す
る

も
畢
覚
徒
労
に
終
る
で
ゐ
ら
う
正
一
訂
ふ
の
で
あ
る
。

以
上
券
銭
的
自
然
倒
山
相
り
可
動
性
並
ぴ
に
枇
曾

ω進
歩
に
件
'
フ
て
本
辿
さ
る
、
労
賃
山
り
縫
動
に
つ
い
V

て
の

y
力

ア
ド
の
見
解
を
吟
味

L
、
以

τ彼
れ
の
帥
労
働
者
階
級
朕
抽
出

ω現
在
お
よ
び
府
来
似
の
一
端
を
見
た
の
で
あ
る
が
、

更
に
リ
ノ
カ
ア
ド
が
機
械
使
川
り
勢
働
者
階
級
じ
及
川
H

す
影
響
に
就

τの
所
説
は
、
彼
れ
の
労
働
附
絞
般
家
制
を
放

も
勝
に
示
せ
る
も
り
、
一
つ
で
ゐ
ら
う
と
思
は
れ
る
o

依
ふ
り
て
定
に
忍
は
そ
的
所
説

ω大
要
を
窺
う
て
児
品
。

機
械
の
使
用
は
券
働
生
産
力

ω貯
大
で
ゐ
h
、
峠
骨
倒
生
産
力

ω府
大
は
生
産
此
況
の
減
少
、

利
潤
狐
的
増
加
で
ゐ

h
、
随
つ

τそ
れ
は
枇
曾
の
進
歩
に
作
う
て
盆
々
陛
ん
に
行
は
る
、
も
の
な
る
が
依
に
、

リ
ノ
カ
ア
ド
が
機
械
使
用

の
勢
働
階
放
に
及
ぼ
す
影
響
に
閲
す
る
見
解
は
‘

t
b
も
直
は
さ
す
、
批
曾
の
進
歩
に
作
引
い
て
惹
起
さ
れ
る
労
働

者
階
級
の
朕
態
に
封
す
る
影
響
に
閲
す
る
見
解
に
師
す
る
。

9
カ
ア
ド
が
機
械
の
労
働
者
に
及
ば
す
影
響
に
闘
す
る
見
解
は
凡
そ
こ
れ
を
二
つ
の
時
期
い
品
川
つ
-
」
正
が
で
き

る
で
あ
ら
う
。
第
一
期
に
於

τは
彼
は
、

ジ
ェ

1
ム
ズ
・
ミ
ル
¥

?
カ
ロ
ッ
夕
、

ト
レ

Y

1

.

v

z

オ
ア
、
ヂ
ヨ
ン
・

り
カ
ア
ド
白
勢
働
者
階
融
持
車
翻
と
功
利
主
義
官
皐

C 
i二

.. 



9
2
ア
ド
の
勢
働
者
階
級
勝
雄
桐
酬
と
且
利
主
議
哲
皐

。
凡

1
7
ュ
ア
ト
・
ミ
ル
な
ど
、
同
じ
ゃ
-
?
に
、
券
働
者
を
駆
逐
す
る
凡
℃
の
機
械
は
、

い
つ
も
そ
れ

t
同
時
に
叉
必
然

的
に
そ
の
同

ι帥
労
働
者
の
使
用
に
相
指
せ
る
一
資
本
を
遊
離
す
る
も
の
で
あ
る
ど
の
見
地
に
在
っ
た
。

z'
』
ろ
が

y
カ
ア
ド
は
例
の
特
徴
ゐ
る
科
学
的
公
卒
ピ
奥
浬
に
封
す
る
愛
好
心
ご
を
以

τ、
筏
に
至
っ
て
全
然
-
』
の
叩
仰
の
見

解
を
馳
楽
L
、
彼
れ
の
「
原
理
」
山
り
第
五
一
版
に
於
て
、
「
機
械
に
就
て
』
な
る
一
章
を
追
加
し

t
、
こ
の
問
題
に
つ
い
γ

て
従
前
ご
は
異
な
れ
る
所
見
を
附
限
ー
も
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
常
時
金
々
眠
ん
ご
な
れ
る
機
械
の
使
川
が
現
賀

仁
勢
働
者
階
級
じ
及
ぼ
せ
る
影
響
を
説
明
す
る
に
は
、
従
前
の
彼
れ

ω所
設
を
以
て

L
て
は
品
早
や
十
分
で
な
い

こ
正
を
悟
る
に
至
っ
た
か
ら
で
ゐ
ら
う
o

先
づ
P
カ
ア
ド
が
そ
の
初
め
に
抱
い
て
ゐ
た
こ
り
問
題
仁
附
す
る
見
解
を
見
ん
に
、
彼
に
在
り
て
は
、
「
後
九
述

せ
る
機
械
の
影
響
は
勢
働
の
異
質
労
賃
士
勝
此
せ
し
む
る
決
定
的
の
傾
向
が
あ
る
、

ふ
ニ
ご
が
で
き
品
」
、
「
労
働
を
節
約
す
る
結
果
を
生
す
る
や
う
な
或
る
生
産
部
門
へ
の
機
械
の
斯
様
な
肱
朋
は
、

ご
レ
ム
-
』
ご
は
今
や
も
う
疑

た
い
資
本
及
び
勢
働
を
一
つ
山
町
仕
山
市
か
ら
他
の
仕
事
へ
移
轄
す
る
に
蛍
ウ
て
大
抵
川
町
場
合

に
畿
生
す
る
所
の
そ
の
純
の
不
川
叫
が
件
ふ
の
み
で
ゐ
る
』
o

印
も
機
械
が
使
用
せ
ら
る
、
に
至
れ
ば
、
結
局
に
於

τ貨
物
の
生
産
設
は
低
減
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
、
地
主
、
資
本
家
は
そ
の
貨
僻
地
代
、
利
潤
を
以
て
、
以
前
よ
り
は
よ

り
大
な
る
ゆ
量

ω貨
物
を
脚
悟
得
す
る
+
』
古
が
で
き
る
o

こ
れ
ご
同
椛
な
る
理
由
に
よ

h
、
勢
働
者
の
階
級
も
亦
機

一
般
に
卒
一
附
で
あ
る
。

械
の
使
用
に
よ
っ
て
同
じ
利
盆
を
享
受
し
得
る
に
至
る
、

ε
y
カ
ア
ド
は
云
ム
o

卸
も
彼
に
依
れ
ば
、

か
、
る
場

(同よ塁本 343i'l)Ricardo， Principles. p. 377 1) 
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合
、
勢
貨
の
需
要
は
減
退
せ
中
、
勢
賃
は
随
っ
て
下
落
し
な
い
か
ら
、
帥
労
働
者
は
従
前
ご
同
じ
勢
貨
を
以
て

r
v

多
〈
の
貨
物
を
購
買
L
得
る
か
ら
で
あ
る
o

例
へ
ば
若
し
も
改
良
吉
れ
た
る
機
械
に
よ
っ

τ、
同
一
分
盆
の
勢
働

を
使
用
し

τ、
靴
下
の
分
量
が
四
倍
苫
れ
る
に
、
靴
下
仁
劃
す
る
需
要
は
た
い
γ

二
佑

L
か
般
加

L
な
レ
な
ら
ば
、

若
干
の
勢
働
者
U
靴
下
製
詑
業
か
ら
必
然
的
仁
解
伽
古
る
、
で
め
ら
う
o

が
彼
等
を
使
用
し
た
資
本
日
仏
な
は
存
在

L
て
を
b
、
そ
Lτ
そ
れ
を
生
産
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
‘
そ
れ
を
所
有
せ
る
人
の
利
盆
で
ゐ
る
か
ら
・

そ
れ
は

成
る
何
ら
か
の
他

ω貨
物
の
生
産
に
使
用
さ
品
、
に
至
る
で
め
ら
う
。
随
っ
て
こ
の
場
合
、
資
本
家
は
新
ら

L
い1

異
な
れ
る
貨
物
の
生
産
仁
勢
働
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
芝
、
な
る
で
ゐ

ιう
が
、
勢
働
に
謝
す
る
総
潟
市
宜
は

依
然
正
し

τ同
じ
で
あ
る
で
ゐ
ら
う
。
要
す
る
に
彼
れ
の
初
期
の
こ
の
問
地
に
つ
い
て
の
一
般
的
結
論
は
、
「
労

働
者
階
川
酬
は
、
他
り
階
級
正
副
総
、
機
械

ω使
加
か
ら
生
ー
す
る
貨
物

ω
一
般
的
雌
倒
か
ら
叫
ゆ
る
似
盆
じ
剛
山
か
る
で

あ
ら
う
」
正
一
五
ふ
に
ゐ
っ
た
。

右
仁
於

τリ
ノ
カ
ア
ド
の
仮
定
し
た
る
所
は
、
枇
曾
の
純
所
得

l
l利
潤
及
び
地
代
の
合
計
ー
ー
が
地
加
さ
れ
る

t
寸
司
ヨ

+A
属、

u
t
t
 
い
つ
で
も
そ
の
総
所
得
|

l
利
潤
地
代
及
び
勢
貨
の
令
計
1
ー
も
亦
増
加
古
れ
る
、

ごい
I

ふ
こ
ご
で
あ

ー，F?
」

O

J

-

今

te

ご
一
』
ろ
が

y
カ
ア
ド
は
品
位
に
至
っ
て
ニ
の
主
張
を
拠
楽
し
、
地
主
及
び
資
本
家
の
牧
入
に
充
て
ら
る
、

z

こ
ろ
の
資
金
は
増
加
さ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
叫
労
働
者
の
牧
入

!
l労
賃
に
充
て
ら
る
、

Z
こ
ろ
の
他

ω基
金
は

減
少
す
る
か
も
知
れ
な

ν
。
凶
の
純
牧
入
を
増
加
す
る
ご
こ
ろ
の
同
一
の
原
闘
が
、
同
時
仁
人
口
を
過
多
な
ら
し

リ
カ
ア
ド
由
勢
働
者
階
組
M
W
串
翻
k
功
別
主
議
哲
回
申

O 
ゴι

Ricardo， ibid.， p. 379. (同課本 345~m1) 
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リ
刈
ア
ド
山
捗
働
者
階
級
締
車
翻
と
甜
利
主
義
官
事

O 

品
、
労
働
者
の
紋
態
を
惑
化
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
、

ご
の
思
想
に
到
達
す
る
に
至
っ
た
。
郎
も
彼
れ
の
「
A
1
確

信
し
て
ゐ
る
こ
ご
は
、
人
岡
崎
労
働
に
代
ふ
る
に
機
械
を
以

τす
る
こ
ご
は
、
勢
働
者
階
級
的
利
盆
に
ご
?
て
屡
々

甚
H
a
h

有
害
で
あ
る
ピ
い
ふ
こ
己
で
あ
る
」
。

こ
の
結
仁
閲
[
τ

リ
カ
ア
ド
が
暴
げ
る
ご
こ
ろ
の
例
経
を
見
よ
フ
。

一
人
の
資
本
家
が
二

0
0
0
0時
間
の
倒
伯
の
資
本
を
使
用
し
、
そ
し
て
彼
は
農
業
者
正
必
要
品
製
治
業
者
的
事

業
を
合
せ
行
ふ
も
の
ご
仮
定
す
る
o

夏
に
こ
の
資
本
の
う
ち
七

0
0
0傍
は
回
定
資
本
日
印
も
処
物
、
明
帥
具
等

に
放
下
さ
れ
、
残
h
の
二
二

0
0
0磁
は
流
動
資
本
正

L
て
労
働
の
支
持
に
使
用
さ
る
、
も
の
ご
似
定
す
る
。
真

に
叉
利
潤
は
一

Oρ
ア
セ
Y

ト
で
ゐ
う

τ、
苫
う
し

τそ
ω結
果
ご
し
て
、
資
本
家
の
資
本
は
毎
年
そ
の
本
来
の

能
率
山
肌
帥
胞
に
置
か
れ
て
ゐ
h
・
ぞ
し

τそ
の
上
に
二

0
0
0『悦
ω
利
潤
を
生
む
も

ω
ピ
限
定
す
る
。

き
て
毎
年
右
り
資
本
家
は
、

一三

C
C
C磁
の
慣
値
士
有
す
る
食
物
お
よ
び
必
要
H
仰
を
所
布
し
て
、
彼
れ
の
事

業
を
開
始
す
る
0
3
-
フ
し
て
彼
は
一
年
ゆ
聞
に
、

是
れ
を
勢
働
者
に
彼
れ
の
支
掛
ひ
た
る
同
紙
の
貨
幣
に
て
貰
却

し

τし
ま
ふ
o

そ
の
年

ω
絡
に
は
、
労
働
者
は
一
五

0
0
0磁
ω倒
伯
ゐ
る
食
物
お
よ
び
必
要
口
m
e
f
産
出
し
、
そ

L
て
こ
の
う
ち
、

の
年
度
的
総
生
産
物
は
一
五

O
O磁
で
ゐ
っ
て
、
純
生
産
物
は
二

0
0
0磁
で
あ
る
。

二
0
0
0磁
は
資
本
・
米
が
自
分
で
消
費
す
る
か
、
或
は
他

ω方
法
で
慮
分
ず
る
。
こ
の
場
合
こ

ご
こ
ろ
が
次
の
年
に
、
資
本
家
は
彼
れ
の
勢
働
者
の
字
数
を
一
つ
の
機
械
の
製
遣
に
使
用
し
、
そ
し
て
他
の
竿

Ricardo， ibid.， p. 379. (同謀本 346~il
Ricardo， ibid.. P・379配
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数
を
以
前

ω如
〈
食
物
ご
必
要
品
ご
の
生
産
に
使
用
す
る
芭
仮
定
す
れ
ば
、
こ
の
年
度
に
は
前
年
度
正
同
徒
、

三
0
0
0磁
の
紙
ケ
労
賃
仁
支
柳
ひ
、
そ
し
て

M
傾
の
食
物
お
よ
び
必
要
H
仰
を
労
働
者
に
フ
ぞ
れ
で
以

τ
責
却
し

• て
、
前
後
縫
る
ご
こ
ろ
が
な
い
で
め
ら
う
。

し
か
ら
ば
そ
の
弐
の
年
に
は
総
生
産
物
言
純
生
産
物
Z
の
制
合
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
?

y
カ

ア

ド

口

依

れ

ば
、
機
械
が
製
造
さ
れ
て
ゐ
る
問
は
、
九
時
物
及
び
必
要
品

ω卒砂川
ω分
誌
の
た
γ
宇
ば
し
か
取
得
苫
れ
な
い
、
そ

し
て
此
等
は
以
前
に
生
産
さ
れ
た
る
分
量
の
字
分
内
側
仰
を
布
す
る
の
み
で
あ
ら
う
。
こ
り
場
合
機
械
は
七
五

O

。
傍
の
冊
恨
侃
を
有
L
、
食
物
及
び
必
要
品
は
七
五

O
O磁
の
刑
制
似
を
有
つ
で
あ
ら
う
か
ら
、
資
本
家
的
資
本
は
ζ

れ
に
加
ふ
る
仁
回
定
資
本
ゆ
七

0
0
0砧
怖
を
以
t
し

τ、
二
0
0
0
0時間

ω資
本
ご
二

0
0
0磁

ω利
潤
正
よ
り

成
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
の
額
は
以
前
ピ
同
じ
で
あ
る
o

苫
て
資
本
家
は
こ
の
二

0
0
0砂
の
利
潤
を
自
分
り
消
費

そ
の
他
に
充

τ
る
か
ら
、
そ
れ
で
以

τ彼
札
の
事
業
を
引
き
続
き
遂
行
す
る
仁
充
皆
き
る
ぺ
主
流
動
資
本
は
今
や

五
五

0
0同町よ
b
は
多
く
は
な
い
で
あ
ら
う
。
に
か
ら
結
局
労
働
使
用
に
充
て
ら
る
、
手
段
、
基
金
は
、

O 

0
0碗
謝
五
五

O
O磁
ω比
例
に
減
少
す
る
-
】
吉
、
な
り
、
そ
の
結
川
で
以
前
七
五

O
O砂
で
以
て
使
用
苫
れ
て

ゐ
た
勢
働
が
、
全
部
不
加
に
蹄
す
る
o

而
し
て
若
し
か
く
減
少
さ
れ
た
る
労
働
の
分
量
が
、
機
械
の
助
り
に
よ
っ

て
、
七
五

0
0時
間
ご
同
一
な
る
樹
佑
を
生
産
し
て
流
動
資
本
h

官
補
填
し
、
会
資
本
に
謝
し
て
二

0
0
0磁
り
利
潤

を
生
む
な
ら
ば
、
郎
も
純
所
得
が
減
少
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
線
所
得
が
三

0
0
0碗
で
ゐ
ら
う
が
、

一0
0
0
0

リ
均
ア
ド
申
捗
働
者
附
離
婚
抑
制
と
功
刺
主
義
背
革

イ d



，
カ
ア
ド
白
捗
働
者
階
級
婚
車
胴
酬
と
功
利
主
義
哲
事

時
明
で
・
ゐ
ら
う
が
、
或
は
一
五

0
0
0磁
で
ゐ
ら
う
が
、
そ
れ
は
一
向
に
資
本
の
利
害
に
闘
は
り
が
な
い
の
で
あ

る
。
か
〈

t
y
カ
ア
ド
は
云
ふ
ー
ー
ー

「
し
か
ら
ば
こ
の
場
合
に
、
た
ご
ひ
純
所
得
の
踊
恨
伯
は
減
少
苫
れ
な
レ
で
ゐ
ら
う
ご
色
、
ま
た
た
ご
ひ
そ
の
貨

物
購
買
力
は
大
ヤ
に
増
加
さ
る
、
で
あ
ら
う
ご
も
、
総
生
産
物
は
一
五

0
0
0磁
の
痕
値
か
ら
七
五

O
O磁
の
樹

値
仁
下
落
し
た
で
め
ら
う
。
而
L
て
人
口
を
支
持
し
、

古
う

L
て
献
労
働
を
使
用
す
る
の
カ
は
、
常
に
一
国
民
の
総

生
直
院
物
に
依
存
し
、
そ
L
て
そ
の
一
純
生
産
物
に
依
必
し
な
い
が
ゆ
ゑ
に
、

必
ら
す
や
労
働
に
謝
す
る
需
要
は
減
少

L
、
人
口
は
多
過
ぎ
る
こ
ご
、
な
h
J
、
労
働
者
階
級

ω地
位
は
困
窮
ぜ
貧
乏
己
に
悩
ま
さ
る
、
に
至
る
で
あ

ι

う

H

Z
。

尤
も
機
械
使
用

ω
結
川
端
、
貨
物

ω倒
格
が
下
落
し
た
が
た
め
、
牧
入
が
資
本
に
碑
化
し
て
、
貯
蓄
手
段
が
増
加

壬
の
必
然
的
結
川
県
は
よ
h
多
(
の
帥
労
働
者
の
使
用
で
ゐ
る
か
ら
、
か
、
る
場
合
、

き
れ
る
こ
ご
が
考
へ
ら
れ
る
。

右
に
述
べ
た
る
事
情
に
よ
h
，
失
職
し
た
る
も
の
、
一
部
分
が
職
仁
ゐ

b
つ
(
・
』
正
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。

3
pヲ
'
L

て
若
L
も
機
械
使
用
の
結
果
ご

L
て
、
生
産
の
増
加
が
甚
ピ
大
で
ゐ
つ

τ、
以
前
線
生
産
物
の
形
で
作
在
し
て
ゐ

た
ご
同
一
量
の
食
物
お
よ
び
必
要
品
を
、
純
生
産
物
の
形
で
奥
へ
る
ニ
ご
が
で
き
る
な
ら
ば
・
会
人
口
を
使
用
す

• z
こ
E
が
で
き
、
随
っ
て
何
等
の
人
口
過
剰
も
必
然
的
に
は
起
ら
な
か
っ
た
で
め
ら
う
、
ピ
P
カ
ア
ド
は
一
五
ふ
の

で
ゐ
る
。

こ
の
問
題
に
劃
す
る
結
論
ピ
し
一
1
y
カ
ア
ド
は
弐
の
問
項
を
患
げ
て
ゐ
る
。

Ricardo， ibid.， p. 38r. (同謀本 3501n
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、
機
械
の
品
目
別
お
よ
び
そ
の
有
用
な
る
使
用
は
、
常
に
.
そ
の
周
の
純
生
産
物
の
増
加
を
臨
調
ら
す
、
た

ご
ひ
そ
は
、
長
か
ら

F
る
期
聞
の
後
に
、

そ
の
純
生
産
物
の
債
値
を
増
加
し
な
い
か
も
如
れ
?
、
且
つ
増
加
し
な

レ
で
あ
ら
う
正
も
。

第

一
闘
の
純
生
産
物
の
増
加
は
総
生
産
物

ω減
少
苦
闘
立
す
る
。
而
し
て
若
し
機
械
が
純
生
産
物
を
靖
加

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
使
用
せ
ん
ご
す
る
の
勤
抑
制
は
、
常
じ
そ
の
使
加
を
保
泣
す
る
に
十
分
で
め
る
。
た
三
ひ
そ

は
総
生
産
物
の
分
品
並
び
に
ξ
の
岡
崎
似
を
減
少
す
る
か
も
知
れ
宇
、
又
雄
々
一
働
か
し
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
で
ゐ
ら

p

フ
jv」

e
b
G

第
三
、
機
械
の
使
用
は
屡
々
勢
働
者
の
利
盆
に
有
害
で
あ
る
ど
の
、
労
働
者
階
級
の
抱
懐
せ
る
意
見
は
、
偏
鬼

又
は
説
謬
に
本
つ
い
て
ぬ
な
い
で
‘
経
済
キ
の
正
し
い
原
理
に
一
致
す
る
。

第
四
、
若
し
も
機
械
使
用
の
結
果
正
し
て
、
改
良
さ
れ
た
る
生
産
手
段
が
一
闘
の
純
生
産
物
を
、
総
生
産
物
を

減
少
し
な
い
や
う
な
そ
ん
な
大
量
な
税
皮
仁
於

τ、
増
加
す
る
な
ら
ば

(
私
は
憶
に
貨
物
の
分
量
を
意
味

L
、
そ

し
て
困
問
値
を
意
味

t
な
い
l

)

・
L
か
る
時
は
総

τの
階
級
の
地
位
は
向
上
せ

L
ぞ
b
る
、
で
あ
ら
う
o

地
主
お
よ

ぴ
資
本
家
仏
、
地
代
お
よ
び
利
潤
の
増
加
に
よ
っ
て
ャ
は
な
〈
て
、

そ
の
伺
低
が
著
[
〈
減
少
せ
る
ピ
こ
ろ
の
諸

貨
物
に
、
同
一

ω地
代
お
よ
び
利
潤
を
支
出
す
る
こ
ど
か
ら
結
川
市
す
る
諸
使
盆
に
よ
っ
て
利
益
を
受

υる
で
あ
ら

ぅ
。
他
方
に
勢
働
者
附
級
の
地
位
も
亦
著
L
〈
向
上
せ
し
め
ら
る
、
で
あ
ら
う
。
第
一
に
は
、
召
使
に
謝
す
る
需

リ
刀
ア
ド
白
捗
働
者
階
組
締
車
御
ル
」
功
剥
主
義
背
皐

ザ.' 



リ
カ
ア
ド
山
捗
働
者
階
組
胸
高
制
艇
と
功
制
主
義
背
皐

四

要

ω増
加
が
ら
、
第
二
に
は

炉
、
も
豊
宮
な
る
純
生
産
物
が
奥
へ
ら
る
、
所
の
枚
入
よ
h
す
る
貯
蓄
に
謝
す
る

そ
れ
に
彼
等
山
第
貨
が
費
さ
れ
た
る
ど
こ
ろ
の
凡
て
の
消
袋
物
の
低
い
痕
格
か

ら 車IJ
6 ，)戟
日七 由通

。 b

ヲ
グ
し
て
第
三
仁
は
、

駐

リ
カ

y
ド
ポ
引
川

L
、
そ
し
て

1
マ
ル
ク
λ

げ
か
川
山
と
せ
る
パ
ア
ト
ン
の
機
柿
佐
川
山
必
働
者
附
般
に

A
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
品
用
心

一
川
叫
を
示
せ
ば
左
由
如
し
。

『
捗
倒
に
到
す
る
儒
裂
は
出
制
読
本
山
町
加
に
依
存

L
、
そ
し
て
刷
正
資
本
の
そ
れ
に
依
有
し
な
い
。
こ
れ
ら
ニ
祖
白
資
本
川
由
比
例
が
、
総
て

由
時
に
於
て

A
V
凡
て
山
口
聞
に
於
て
同
一
で
あ
る
、
と
い
ふ
と
止
が
首
到
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
し
か
る
時
に
は
貨
に
仙
川
さ
る

-4h働
者

ω
尉

は
岡
家
白
布
に
比
例
す
る
、
と
い
ふ
粘
摘
が
止
ず
る
。

L
h
M
L
か
、
る
般
理
は
あ
り
さ
う
に
も
た
い
a

技
抽
出
法
違
せ

L
め
ら
れ
、
そ
し
て
I

止
明
出

、、

結
晶
さ
る
与
に
従
っ
て
間
定
資
本
は
出
勤
有
本
に
劃
し
て
よ
り
大
な
る
比
例
を
保
ワ
や
う
に
な
る
Q

英
閥
毛
ス
リ
ン
山
一
月
山
生
産
に
侠
川
さ
る
A

、、

聞
広
設
本
山
制
H
、
印
度
t
t

ス
リ
ン
内
同
日
臨
む
る
一
叶
山
北
住
に
使
叩
さ
る
L

制
よ
り
も
少
〈
と
也
百
倍
、
法
ら
〈
は
守
伯
よ
り
多
い
て
あ

ιぅ。

‘、

而
L
て
仙
川
さ
る
λ

柿
勘
抗
日
本
山
比
例
は
、
百
制
球
は
干
仙
よ
り
砂
い
で
あ
ら
う
ロ
一
け
ん
の
事
制

ω
下
に
於
て
位
、
勤
勉
な
る
阻
崎
山
年
々
の
貯
蓄

の
全
部
出
同
定
資
本
に
附
加
さ
る
、
て
あ
ら
う
、
ー
ー
か
ミ
る
場
合
に
は
そ
は
捗
働
に
射
す
る
稲
川
買
を
哨
加
す
る
の
結
川
市
配
布
た
な
い
で
あ

ιぅ、

2
 

と
い
ふ
こ
と
は
持
品
に
信
ぜ
ら
れ
る
』
。

唱
』
の
リ
カ
ア
ド
の
機
械
論
に
は
勿
論
い
ろ
ノ

k
り
欽
陥
が
ゐ
る
が
、
な
は
こ
の
重
大
な
品
問
題
|
|
機
械
使
用

の
叫
労
働
者
説
過
に
及
ぼ
す
影
響
1

1
に
つ
い
て
何
人
も
尚
足
な
る
解
答
を
輿
ヘ
得
な
か
っ
た
叫
に
於

τ、
マ
カ
ロ

ロ
ク
、

ミ
ル
、

V

ユ
才
ア
等
よ
り
離
れ
て
兎
も
角
ニ
的
問
題
の
重
要
な
る
部
分
ケ
指
示
解
明
し
た
の
は
η
ノ
カ
ア
ド

而
し
て
こ
の
け

Mγ
ド
が
機
械
使
閣
の
努
働
階
級
に
帆
劃
す
る
影
響
に
闘
す
る

Ricardo. ibid.， p. 383-4白(同謀本 354-6fi)
Barton， Observations on the Circurnstat1Ces which in但uencethe Condi-

tion of the Labouring Classc5 of Socicty， 1817. Ricardo. Principlcs.。
3871こ跨る。

2) 
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見
解
は
、
ト
勢
働
者
階
級

ω時
間
来
搬
を
資
本
家
銅
山
労
働
者
五
割
立
的
関
係
に
於
て
見
た
る
こ
正
に
於
て
、
口
枇

曾
闘
係
的
事
官
に
於
て
昆
た
る
こ

Z
に
於
て
、
特
徴
を
有
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ

τ、
特
に
吾
々
の
興
味
を
惹
〈
も

ωが
あ
る
o

以
上
吟
味
し
た
る
所
に
よ
り
、

リ
カ
ア
ド
の
労
働
階
紋
の
現
厄
及
び
賂
楽
観
の
大
要
を
見
た
り
で
ゐ
る
が
、
今

去
れ
に
つ
い
て
二
三
内
問
題
を
問
題
正
せ
ん
に
、
第
一
に
彼
れ

ω右
の
見
解
の
h

ノ
も
に
は
楽
制
的
悲
制
的
見
解
が

入
tb
，
明
剛
山
い
て
存
庇
し
て
ゐ
る
ω

そ
の
築
制
倒
的
見
知
正

L
工
は
、
ト
労
働
者
の
生
日
出
版
態

1
i第
貨
の
自
然
倒
栴
1
1は
め
ら
ず
し
も
盟
-
h
生
理

的
限
界
に
よ
っ
て
決
定
さ
る
、
も

ω
で
は
な
〈
、
時
ピ
蕗
古
に
よ
bJ
可
盤
的
な
る
文
化
的
慣
匂
的
限
界
に
よ
っ
て

も
亦
決
定
吉
れ
る
o
の
み
な
ら
宇
労
働
者
の
生
活
規
準
は
、
陥
っ
て
又
帥
背
負
の
自
然
償
椛
は
、
勢
働
者
自
身
が
性

生
活
に
於
て
節
欲
克
巳
の
労
力
を
翁
す
ご
岡
崎
に
、
文
化
的
欲
辺
を
啓
俊
す
る
こ
芭
に
よ

b
、
向
上
維
持
し
得
ら

る
、
の
可
能
性
が
あ
る
o

仁
資
本
一
水
的
批
命
的
後
迭
の
初
期
に
於
て
は
、
勢
働
需
要
増
大
の
結
果
、
勢
貨
は
勝
践

す
る
の
傾
向
が
あ
る
o

己
機
械
の
使
用
仁
よ
り
勢
賃
低
下
す
る
の
傾
向
が
あ
る
正
云
ふ
も
、
若
し
機
械
使
用
の
結

巣
、
純
生
産
物
が
総
生
産
物
を
減
少
し
な
い
M

や
う
な
大
な
る
税
度
に
於
て
、
増
加
す
る
な
ら
ば
、
妙
働
者
も
亦
悦

盆
を
享
り
そ
の
地
位
を
向
上
す
る
些
が
あ
る
じ

次
に
そ
の
悲
観
的
見
解
ぜ
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
摘
記
せ
ん
に
、
一
労
貨
の
而
場
樹
絡
は
そ
の
自
然
倒
絡
よ
り
一

(
 

日
カ
ア

V
の
砦
働
者
附
粗
服
申
邦
恥
tc
功
剥
正
議
哲
時

a

主

~ "" ， 



リ
カ
ア
ド
の
努
働
者
階
組
持
車
咽
酬
と
功
利
主
義
昔
皐

-. F、

い
つ
が
は
そ
の
自
然
倒
格
に
締
着
せ

F
れ
ば
止
ま

ぬ
C

而
も
こ
の
自
然
倒
絡
は
叫
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
資
料
の
債
格
で
あ
る
。
に
資
本
蓄
積
の
増
進
川
l
↓
人

口
増
加

l
↓
穀
物
需
要
の
増
進
|
↓
劣
等
地
耕
作
↓
殺
物
倒
橋
勝
賞
↓
地
代
後
生

l
↓
勢
賃
勝
賞
|
↓
利
潤

時
的
に
上
引
す
る
こ
ご
あ
る
品
、
人
H
L山
則
の
作
在
の
た
め
、

卒
低
減

l
↓
資
本
蓄
積
の
緩
慢
↓
叫
す
働
需
要
の
減
退
↓
労
賃
下
落
の
過
程
に
よ

h
、
批
曾
の
進
歩
に
伴
う

て
、
労
働
者
の
境
遇
は
若
干
る
に
至
る
。
印
刷
機
械
使
用
的
進
歩
に
件
ひ
、
固
定
資
本
は
流
動
資
本
に
封
し
よ
り

大
な
る
比
例
を
保
つ
に
至
る
が
ゆ
ゑ
に
、
「
総
所
得
」
は
「
純
所
得
」
に
比
例
的
に
増
加

L
得
な
い
が
ゆ
ゑ
に
、
勢
働

に
川
到
す
る
需
要
は
減
退
L
、
労
賃
は
低
下
し
、
努
働
者
の
朕
鴎
は
悲
棚
す
〈
き
も
の
正
な
る
。

リ
ノ
カ
ア
ド
の
労
働
者
説
過
内
現
在
及
び
婚
家
制
酬
を
敢
て
切
り
縦
し
て
凱
袋
す
れ
ば
、
右

ω如、
3
幾
悲
闘
機
の
見

仰
が
見
出
さ
れ
る

ω
で
あ
る
が
、

L
か

L
彼
れ
の
ニ
の
貼
に
つ
い
て
の
見
解
が
も
正
/
¥
部
糊
的
な
る
も
の
で
あ

h
、
且
つ
彼
れ
の
思
惣
的
描
H
M
止
に
件
ひ
漸
・
弐
モ
の
色
彩
が
濃
厚
正
な
る
に
至
っ
た
こ
正
は
疑
ふ
べ
〈
も
な
い
。
然

ら
ば
尖
に
彼
れ
の
こ
の
悲
酬
制
的
刑
制
察
は
如
何
な
る
校
球
に
本
つ
り
る
か
を
見
ん
じ
、
そ
の
理
由
ど
し
て
大
約
ト
自

然
的
斗
枇
曾
的
の
一
一
ウ
の
理
由
を
血
中
げ
得
る
で
ゐ
ら
う
。

勢
一
貨
の
自
然
欄
椛
ご
市
場
侭
絡
三
の
一
致
の
機
構
及
び
祉
曾
の
進
歩
に
伴
う
て
勢
貨
の
漸
次
下
落
す
る
に
至
る

マ

Y

ヂ
ー
の
人
口
原
則
お
よ
び
土
地
牧
獲
越
滅
的
法
則
に
蹄

L
τ
ゐ、.

ι。
こ
れ
ら
の
諸
法
則
が
自
然
科
卒
的
法
則
で
ゐ
る
こ
ご
は
云
ふ
迄
も
な
い
w
O

こ
の
自
然
科
卒
的
法
則
に
よ

h
直

の
理
由
を
‘

リ
カ
ア
ド
は
結
局
に
於

τ、

~" ， -. 



品目
t
A
正
ず
る
は

y
カ
ア
ド
経
賦
射
の
特
徴
乃
至
敏
陥
を
成
す
の
で
ゐ
っ
て
、

地通

〈
て
は
勢
貨
の
本
質
及

ωそ
の
枇
曾

ω進
歩
に
伶
フ
て
惹
起
さ
れ
る
鎚
勤
を
有
E

波
に
説
明
す
ペ
〈
も
な
い
。
し
か

る
に
機
械
使
用
の
労
働
者
階
級
に
及
ぼ
す
影
響
は
彼
は
こ
れ
を
純
然
た
る
枇
命
的
理
由
に
本
つ
け

t
ゐ
手
。
而
も

彼
は
ニ
り
駄
に
於
て
常
時
の
他
の
諸
山
学
者
ご
離
れ
て
、
可
成
h
正
L
V
見
地
に
ゐ
b
、
信
訟
を
惜

L
げ
も
な
〈
拠

来
し
て
、

そ
の
科
地
?
に
机
到
す
る
忠
貸
さ
を
一
不
L
た
。
だ
が
彼
れ
の
切
」

ωγ
純
の
昆
鮮
は
前
者
の
自
然
科
山
中
的
見
解
ご

故
後
迄
入
h
乱
れ
て
波
う
た
の
で
あ
る
。

こ
山
貼
に
つ
い
て
第
三
に
問
姐
ご
な
b
待
る
も
の
は
、

リ
カ
ア
ド
が
人
口
原
則
・
土
地
牧
獲
越
減
山
法
則

ωト仔

拘
及
び
地
代

ω品
回
生
、
増
加
に
よ
り
、
第
日

ω相
州
目
的
下
落
合
論
じ
た
る
抑
制
合
に
は
、
彼
は
叫
背
負
士
、
利
湖
ざ
の

上、高
Hι

〉
岬
町
a
h

仁ヨヨ}・戸、、

c、

f
，E
H
r
レ
ザ
亭
E
E
l
+
g
d
t

地
代
に
封
抗
し
て
諭

ιて
ゐ
る
。
郎
も
彼
れ
の
主
正
[
て
意
幽
し
た
る
所
は
、
地
代
の
不

持
所
得
た
る
-
=
』
を
阪
じ
し
、
地
代
は
利
湖
、
勢
民
り
犠
牲
に
於
て
刷
曾
の
進
歩
に
仲
ひ
往
々
増
加
す
〈
き
こ
ピ

P
B
ア
ド
の
勢
働
者
階
級
婚
車
観
主
坊
刺
主
義
首
皐

七

を
主
張

L
に
の
で
あ
っ
た

し
か
る
に
機
械

ω伎
川

ω労
賃
に
及
ぽ
す
拶
響

ω僚
に
於
て
、
彼
は
勢
貨
を
利
潤
ピ

の
恥
剖
抗
闘
係
に
於

τ論
じ
て
ぬ
L
o

そ
れ
は
資
本
邑
策
的
刷
曲
目
の
一
↓
大
階
級
封
抗
の
閲
係
に
刷
れ

t
ゐ
る
o

こ
の
態
度
は
利
潤
ご
勢
賃
ピ
の
封
抗
開
係
を
彼
が
肱
々
口
に
し
て
ゐ
る
よ
ち
し

τ、
き
し
て
不
思
議
ご
す
る
に

足
ら
ぬ
が
、
併
し
枇
曾
進
歩
に
件
う
て
惹
起
ユ
れ
る
階
級
利
害
吋
抗
り
政
化
を
不
十
分
乍
ら
も
隙
に
し
た
る
こ
ピ

は
彼
れ
の
一
民
献
で
あ
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
泊
。
こ
の
地
主
針
資
本
家
・
勢
働
者
内
閲
係

ω考
祭
よ
与
、
資
本
家
針



り
刈
ア
ド
の
捗
働
者
階
級
崎
高
取
と
功
制
主
義
哲
m中

F、

勢
働
者
の
闘
係

ω考
察
へ
り
推
移
の
過
程
は
、

リ
カ
ア
一
ー
の
著
し
い
思
怨
的
政
官
展
の
一
つ
正
目
す
ぺ
き
で
ゐ
ら

A
J
G
 

リ
カ
ア
ド
の
労
働
政
策

リ
カ
ア
ド
は
新
品
に
労
働
階
級

ω現
脱
出
此
び
に
そ
の
府
米

ω
必
然
性
(
清
(
は
お
。
ろ
を
山
静
的
強
び
に
動
的
考

袋
)
を
見
る
こ
正
に
F
6

つ
J
L
、
如
何
な
る
労
働
政
策
を
制
証
言
し
た
で
あ
ら
う
か
?

戒
は
叉
凡
ゆ
る
方
策
り
畢
克

無
放
に
了
る
べ
き
こ
己
を
云
っ
て
、
そ
れ
が
提
一
一
一
目
、
施
行
を
排
し
た
で
あ
ら
う
担
?

私
は
認
に

ψ

』

ω問
題
を
材

干
詮
索

L
E
見
た
い
ご
忠
ふ

Q

リ
〆
カ
ア
ド
縦
隣
町
三
政
策
に
枇
曾
哲
事
ご
も
請
は
る
ぺ
き
も
の
を
侵
せ
ば
、
そ
れ
は
一
首
ふ
迄
も
な
〈
功
利
主
義

の
背
半
、
白
山
放
任
主
義
一
じ
ゐ
る
。

そ
れ
に
依
れ
ば
、
現
今
の
制
度
に
は
そ
れ
に
作
ム
幾
多

ω弊
容
が
あ
る
に
し

て
も
、

ぞ
れ
は
端
物

ω自
然
(
功
利

ω原
理
)
に
本
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
人
川
崎
の
如
何
ご
も
す
ぺ
か
ら

5
る
も
の

で
ゐ
る
o

労
働
政
策
の
問
題
に
什
い
て
も
亦
同
じ
く
、
労
賃
の
縫
動
は
右
述
べ
た
る
が
如
〈
、
諸
々
の
-
胤
悶
に
よ

っ

τ左
右
せ
ら
れ
、
労
働
者
階
級
版
態

ω現
布
及
び
鴨
川
家
は
可
成
h
悲
観
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
契
約
の

場
命
に
於
け
る
ご
同

ι〈
、
勢
貨
は
市
場
の
引
公
平
且
つ
自
由
な
る
競
争
に
政
任
3
る
〈

f
、
決

L
τ
立
法
の
干
渉

に
よ
っ
て
制
御

L
て
は
な
ら
な
V
。
か
〈

τ
-
J〈
制
曾

ω最
大
部
分
の
最
大
幸
一
一
臓
が
賢
ら
吉
れ
る
、

ぜ
彼
は
一
五
ふ

，~ ， 



の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
に
リ
カ
ア
ド
は
凡
ゆ
る
他
動
的
な
る
政
府

ω労
働
政
策
を
排
す
る
o

救
貧
訟
に
削
到
す
る
彼

れ
の
一
江
判
は
そ
の
著
し
い
例
経
の
一
つ
で
あ
る
o

"
ノ
カ
ア
ド
に
従
へ
ば
、
救
貧
訟
は
立
法
者
の
信
中
る
が
如
(
、
貧
民
の
紋
越
を
改
善
し
な
い
で
、
市
者
な
ら
び

司
、
内
法
律
は
貧
[
き
も
の
を
作
品
ま
き
な
い
で
、
前
め
る
も

ωを

に
貧
者

ω航
路
七
盆
々
感
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

食
し
(
す
る
。
若

L
-
」
の
法
律
に
し
て
引
紛
き
有
放
で
め
る
な
ら
ば
、
貧
民
救
助
の
た
め
の
賞
金
は
盆
々
増
加

し
、
途
に
は
凶
・
家

ω線
τω
純
枚
入
を
全
部
以
放
し

τし
ま
う
や
う
に
な
る
こ
ご
は
こ
ご
の
自
然
で
あ
る
。
今
迄

は
さ
う
疋
は
な
か
っ
た
が
、
若

L
こ
の
法
作
に
よ
っ

τ、
生
活
資
料
を
快
り
る
人
々
は
誰
で
も
そ
れ
を
受
り
る
こ

ご
が
で
き
る
な
ら
ば
、

そ
し
1
可
成
h
安
易
な
生
活
を
錦
す
ζ

正
が
で
き
る
税
皮
仁
そ
心
を
獲
る
こ
己
が
で
き
る

な
ら
ば
、
恐
ら
く
は
他
的
凡
て

ω租
税
を
合

L
τ
も、

な
は
救
貧
枕
の
方
が
多
額
に
上
る
ご
い
ふ
や
う
な
こ
ご
に

な
る
か
も
知
れ
ぬ
。

hr
〈
山
り
如
く
な
ら
ば
、
『
“
(
巧
己
力
ご
を
貧
芭
無
力
ぜ
に
化
せ
し
め
、
軍
に
生
活
資
糾
を
供
給

す
る
こ
ご
以
外

ω凡
τの
目
的
に
謝
す
る
労
力
を
助
一
棄
せ
し
め
、
凡

τの
知
識
的
卓
越
を
無
に
し
、
肉
盤
的
の
欲

問
主
を
供
給
す
る
二
正
に
絶
え
中
精
一
脚
を
勢
せ
し
め
、
か
(
て
絡
に
凡
℃
の
階
級
を
全
般
的
な
る
貧
之
の
病
に
四
円
3

L
む
る
」
、
ご
い
ふ
や
う
な
法
則
が
行
は
る
、
に
至
る
も
の
で
、

こ
の
法
則
た
る
や
、

9
カ
ア
ド
に
於

τ
は
、
引

カ
の
原
理
の
確
か
な
る
が
如
〈
磁
か
な
の
で
あ
る
じ

で
ゐ
る
か
ら
リ
ノ
カ
ア
ド
の
主
張
に
従
へ
ば
、
救
貧
訟
を
底
止

L
ょ
う
ご
せ
す
、

是
れ
を
修
正

L
ょ
う
ご
す
る
の
凡
ゆ
る
計
査
は
一
顧
の
腐
値
も
な
い
の
で
.
を
れ
伝
如
何
ド
い
最

り
方
ア
ド
白
捗
働
者
階
融
拍
車
艇
と
功
刺
主
義
背
革

丸

Ricardo， ibid.， p. 86. (同謀本 169m

'. 



リ
カ
ア
ド
の
捗
働
者
階
融
持
燕
湖
、
企
功
利
主
誕
百
四
平

Q 

も
安
全
仁
、
し
か
も
最
も
卒
静
に
、
廃
止
す
る
か
を
指
示
す
る
こ
ど
の
で
き
る
人
こ
そ
、
貧
民
の
、

号
し
て
叉
人

道
の
た
め
の
最
良
の
味
方
た
る
の
で
あ
る
。

こ
の
リ
カ
ア
ド
ゆ
救
貧
法
厳
止
主
張
の
主
な
る
根
懐
は
、

い
ム
迄
も
な
く
7

b

F

ザ
旦
の
人
口
原
理
で
あ
る
。
品
川

に
貧
民

ω困
艇
を
救
済
す
る
に
は
、

凡
ゆ
る
慈
義
的
な
る
救
済
手
段
は
結
局
無
数
仁
了
る
べ
く
、

z
p
t
 

f

、M円
¥ノ

4
E

，

〆L
V

寸
ノ

途
は
、
勢
働
岩
自
身
に
獅
立

ω同
開
伯
を
印
せ
[
め
る
こ
三
仁
よ
与
、
自
分
の
生
活
維
持
的
北
め
仁
努
力
せ
し
め
、

且
つ
性
生
活
に
於
り
る
慎
重
言
法
慮
は
結
局
自
己
の
利
盆
を
節
ら
す
も
の
な
る
こ
ざ
を
滋
へ
る
こ
己
に
あ
る
、
斯

〈
て
吾
々
は
漸
次
ド
い
他
会
な
る
吠
態
に
近
づ
〈
で
あ
ら
う
、

z
p
カ
ア
ド
は
云
』
内
で
あ
る
。
蓋
し
「
貧
民
の

倫
掛
川
豆
半
一
一
刷
正
は
、
彼
等

ω注
意
又
は
立
法
者

ω努
力
仁
よ
h
、
彼
等
山
一
人
数
の
附
加
を
抑
制
し
、
そ
し
℃
彼
等

の
閉
じ
早
婚
や
経
卒
な
ゐ
結
婚
を

rぃ
少
〈
す
る
や
う
に

L
な
け
れ
ば
、
氷
久
に
確
保
さ

μ
符
な
い
己
い
ふ
-
」
正

は
‘
疑
を
容
れ
ざ
る
一

ω異
理
で
あ
る
か
ら
で
め
る
』
。

斯
様
に
し
て
ソ
カ
ア
ド
が
労
働
者

ω貧
困
朕
践
を
救
済
し
、
改
善
す
る

ω
途
は
、
岡
家

ω諸
方
策
で
も
な
り
れ

ば
、
又
慈
善
的
救
済
の
諸
事
業
で
は
な
き
は
勿
論
、
一
見
に
叉
労
働
者
自
ら
の
闇
値
的
運
動

ω
努
力
で
も
な
い
o

圭

れ
は
に
w
y

岨
労
働
者

ω良
心
に
獅
立
心
を
養
は
し
め
、
な
る
ま
り
節
険
を
矯
し
、
結
婚
を
慌

L
む
こ
ご
は
結
肋
彼
等

に
利
盆
ゐ
ao
道
似
で
ゐ
る
己
い
ふ
こ
ご
を
彼
等
に
滋
へ
る
こ
ど
仁
外
な
ら
な
L

。
リ
ノ
カ
ア
ド

μ
ζ
ω
貼
に
於

τ徽

顕
微
尾
自
由
放
任
主
義
者
で
ゐ
h
、
制
人
主
義
者
で
あ
り
、
叉
運
命
主
義
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
駄
に
於
て
リ
カ
ア

Ricardo， ibid.， p. 84. (同評宇 1631"0! 
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る
も
の
で
ゐ
る
0

(

訓
)

ヂ
ヨ
V
-
1
-
プ
ュ
ア
ト
・
ミ
ル
は
ほ
?
』
の
態
度
を
忠
貫
に
踏
襲
L
た

ド
は
マ

w
f
1
t
そ
の
態
度
を
同
じ
う

L
、

り
力
ア
ド
山
故
武
法
山
知
殺
、
努
働
省
内
自
力
に
よ
る
自
己
的
抗
泊
以
誌
に
つ
い
て
山
見
附
を
な
ほ
一
つ
引
川
す
る
こ
と
左
の
如

L
。

『
私
は
貧
民
的
批
抽
出
に
封
j
る
あ
な
た
の
比
附
を
特
に
倣
ぷ
も
山
て
あ
る
。
彼
等
山
口
捗
筑
山
不
十
分
を
枇
ふ
最
も
布
殺
な
?
万
諒
一
九
彼
等
内
身

自
手
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
彼
等
に
説
此
一
五
っ
て
も
一
再
ひ
過
ぎ
る
と
い
ふ
こ
止
は
な
い
。
砿
は
あ
な
た
が
、
樹
な
せ
ら
る
べ
き
よ
い
制
度
に
樹
、
引
る

凡
ゆ
る
防
省
を
除
き
去
る
と
と
に
此
功
せ
ら
れ
ん
と
と
を
望
む
』
。

(
佐
)

2
 

な
ほ
プ
カ
ナ
ン
が
立
誌
に
よ
っ
て
は
枇
掛
し
伴
れ
は
い
貧
蹄
が
あ
る
と
一
百
へ
る
制
に
リ
ル
ア
ド
が
参
刷
し
て
ゐ
る
の
を
且
よ
ω

四

リ
カ
ア
ド
労
働
者
階
級
制
の
科
皐
性
ご

功
利
主
義
哲
事

y
カ
ア
ド
が
第
働
の
自
然
観
格
を
説

ντ
は、

ぞ
れ
に
慣
習
的
文
化
的
提
案
を
合
ま
L
め
、
叉
労
働
者
自
身
の

努
力
に
よ
っ
て
は
労
働
者

ω生
活
規
準
印
も
勢
働
の
自
然
倒
椛
を
改
善
向
上
せ
[
な
る
』
』
己
の
可
能
守
色
云
っ
た
』

ぜ
か
ら
、

リ
カ
ア
ド
は
決

L
1
節
税
な
る
労
賃
諭
h
q
設
γ
た
も

ωで
は
な
〈
、
彼
も
亦
「
人
道
の
友
」
に
ふ
リ
得
る
も

の
で
あ
る
ご
云
ム
も
の
が
あ
る
(
マ

l
v
ヤ

W
)
。
叉
或
血
中
者
(
デ
イ

l
w
)
ω
主
張
す
る
所
に
依
れ
ば
、

y
カ
ア
ド

の
経
務
事
は
或
る
も
の
、
云
ム
が
如
(
、
資
本
家
階
級
の
利
害
を
代
表
し
た
る

h
の
で
は
な
〈
、
伎
は
h
u
v

郡
勝

り
カ
ア
ド
目
掛
働
者
階
級
用
車
翻
ー
と
功
刑
主
藍
官
挫
・

事
象
の
本
質
の
開
明
に
専
心
Lhι
る
の
み
で
ゐ
る
。
若

L
彼
が
片
面
的
仁
か
、
る
階
級
的
利
害
を
代
表
し
た
る
も

J.etters of Ricardo to Ma1thus， p. J66.なほ Letter5of Hicardo to Tro-
wer， p. -48 事 1ft!。
Ricardo， Pl'incipJes， p. 83 note 
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リ
カ
ア
ド
白
捗
働
者
階
級
路
端
掘
と
功
利
主
義
背
皐

の
で
め
る
な
ら
ば
‘
彼
は
科
卒
の
膝
史
に
於
て
何
等
の
地
位
を
占
む
る
こ
ど
が
で
き
な
い
で
あ
ら
う
、
新
〈
彼
を

解
稗
す
る
も
の
は
ソ
カ
ア
ド
の
人
絡
の
異

ω根
川
酬
を
知
ら

F
る
も

ωで、
た

v
彼
れ

ω科
山
中
的
著
作
に
の
み
楓

h

て
彼
を
財
閥
仲
せ
ん
え
す
る
も
り
で
あ
る
、
方
L
彼
れ
刊
の
深
い
肘
界
柳
、
人
世
糊
を
彼
れ

ω会
著
作
、
彼
れ
の
書
簡

集
、
彼
れ
の
知
友
山
一
誠
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
彼
れ

ω雪
一
一
口
動
は
悉
〈
科
学

ω奥
行
性
L

官
官
骨
削
倒
的
に
探
究
せ
ん
ご

す
る
に
山
づ

ιも
の
で
、
決

L
t
伽
心
的
な
る
階
級
、
峨
業
り
利
八
弛
を
追
及
す
る
が
た
め
に
出
つ
る
も
の
で
な
い

ニ
ご
が
わ
か
る
で
あ
ら
う
。

右
の
如
〈
リ
カ
ア
ト
セ
人
道
主
義
者
り
一
人
で
あ
る
ご
な
し
・
又
冷
叫
川
公
平
な
る
科
卒
者
で
あ
る
正

Lτ
、
彼

れ
の
業
踏
を
倒
侃
づ
け
よ
っ
正
す
る
三
は
全
然
反
射
に
、
一
彼
を
円
以
も
酷
薄
な
る
産
業
資
本
山
氷
山
利
志
の
代
友
者
で

， 

そ
の
湖
特

ω抽
象
的
方
法
を
以
て
、
自
己
の
階
級
り
利
盆
を
科
川
学
的

般
装

ω
下
に
追
及
せ
ん
己

L
た

ω
で
あ
る
ご
云
ふ
も
の
が
あ
る
(
へ
戸
ト
)
。
し
か

L
こ
れ
ら
の
相
針
立
す
る
叫
ノ
カ

あ
る
己
な
し
、
彼
は
彼
れ
の
科
問
中
的
冷
陥

ア
ド
翻
は
読
解
乃
至
不
十
分
で
あ
る
己
思
は
れ
る
o

問
題
を
械
に
す
る
が
た
め
に
は
、
問
題
を

y
カ
ア
ド

ω勢
働
階
'
級

ω現
在
及
び
般
家
訓
の
科
問
中
性
さ
ぞ
の
前
提

乃
至
基
調
伝
成
す
ご
司
』
ろ
内
、
~
ン
タ
ム
の
功
利
主
義
哲
学
お
よ
び
自
由
放
任
主
義
正
に
一
膳
分
ち
考
へ
る
の
を
似

宜
ご
す
る
ω

功
利
主
義
哲
向
学
は
さ
き
に
も
一
言
し
た
や
う
に
、
そ
の
初
め
紳
皐
的
形
而
上
問
中
的
濁
断
論
正
も
日
す
べ
き
も

ω
Held， Zw白 Biicher，S. 176， J83. [95 
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で
あ
っ
た
が
、

〈
ン
タ
ム
に
歪
b
て
そ
れ
は
最
大
多
数
の
最
大
卒
一
踊
一
の
原
理
ご
な
b
、
枇
曾
哲
皐
ご
し
て
又
道
徳

山
山
や
問
的
成
形
を
得
る
じ
至
ふ
り
、
政
策
己
[
て
の
自
由
放
任
主
義
は
市
め
工
準
間
的
に
基
礎
づ

け
ら
る
、
仁
至
っ
た
ご
レ
は
れ
る
。
勿
論
こ
の
考
へ
方
に
は
異
論
が
な
い
わ
り
で
は
な
い
。
蓋

L
フ
イ
ジ
右
ク
-7

1
ト
が
自
然
り
秩
序
を
し
て
一
仰
の
思
召
に
本
づ
(
も
の
ご
し
た
こ
と
は
決
り
で
あ
る
に
し

τも
、
彼
等
が
そ
れ
を

原
理

t
し

τ、

副
食
品
り
物
理
的
形
態
ピ

Lτ
‘
印
ら
生
産
そ

ωも
ω
、
自
然
的
必
然
よ
り
俊
生

L
、
人
間
山
意
思
、
政
策
そ
の
他

よ
り
倒
立
な
る
形
態
で
め
る
ご
見
た
こ
ご
は
彼
等
の
大
な
る
寄
別
で
あ
る
Y
ら
で
あ
る
。

こ
山
駄
に
於
て
ペ
ン
タ

ム
流
山
り
自
然
法
制
酬
は
-
』
叫
昨
芥
を
此
印
刷
係
よ
り
陥
れ
に
る
孤
立
人
心
怠
思
.
成
悩
よ
ち
山
畿
、
説
明
せ
ん
己
[

た
る
こ
ご
に
於
て
寧
ろ
ア

f
ン
オ
ク
ラ
1

ト
よ
り
劣
れ
る
も
の
が
あ
る
ど
云
へ
る
o

そ
は
兎
も
品
川
ソ
カ
ア
ド
は
純

憐
山
中
お
よ
び
政
策

ω北
訓
正
し
て
、
勿
論
こ
山
哲
山
中
、
陛
m
f
削
酬
を
背
続
的
に
有
つ

T
ゐ
た
己
目
す
ぺ
〈
、
布
に
漣

ぺ
た
る
が
如
き
努
岱
論
も
、
労
働
政
策
も
皆
一
】

ω
哲
m
半、

と
の
肝
旧
抑
制
酬
の
上
に
立
仰
せ
る
も

ω
吉
見
る
べ
き
で
ゐ

る。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
お
よ
び

P
カ
ア
ド
は
恨
怨
り
昨
界
に
属
す
る
ご
こ
ろ
の
ロ
ピ
ン

y
y
物
語
的
の
孤
立
ゼ
る
制

人
か
ら
出
俊
し
て
、
常
時
の
資
本
家
的
刷
命
日
に
於
け
る
ん
凶
る
経
憐
現
象
を
説
明
し
よ
う
ご
し
た
o
彼
等
は
枇
曾

の
闘
係
、
形
態
か
ら
全
然
雌
H

い
わ
い
る
抽
象
的
な
る
人
間
性
の
分
訴
か
ら
山
俊
す
る
こ
ご
に
よ
り
、
付
有
〈
は
そ
れ
を

前
提
す
る
こ
ご
仁
よ
b
、
彼
等
じ
於
て
は
氷
法
仁
豆
ム
リ
恒
久
に
心
存
続
す
ご
考
へ
ら
れ
た
る
ご
ニ
ろ
の
経
憐
現
象
の

リ
カ
ア
ド
の
捗
働
者
階
融
持
端
獅
ル
」
功
剥
主
義
判
事

一.~. ， 



リ
刀
ア
ド
山
勢
働
者
附
融
蹄
禅
蜘
酬
と
功
刺
主
義
背
山
中

~g 

本
質
を
把
握
し
得
る
己
考
へ
た
の
で
め
る
。
イ
ン
タ
ム
り
功
利
主
義
哲
苧
ち
亦
同
じ
〈
、
蛍
附
の
枇
台
関
係
正
何

等

ω係
は
・
9
的
な
も
正
考
へ
ら
れ
た
る
ご
こ
ん
の
孤
立
人

ω心
理
山
解
剖
分
訴
V

ら
出
俊
上
、

そ
り
例
大
の
快

梨
、
半
幅
の
最
大
分
量
り
享
受
を
以
て
人
間
最
高
の
目
的
で
あ
る
ご
解
[
、
各
制
人

ω幸
緬
を
・
む
及
せ
ん
正
す
る

利
己
的
性
帖
に
本
づ
〈
活
動
の
放
任
以
各
仰
人
の
最
大
卒
一
臓
を
結
果
す
る

ωみ
な
ら
守
、
延
U
1

て
枇
曾
の
卒
一
服

-
|
政
大
多
数

ω最
大
半
踊
念
資
ら
す
こ
さ
を
信
じ
た
の
で
あ
る
o

彼
に
於

τは
、
枇
品
目
は
州
人
の
単
な
る
集
合

に
過
ぎ
な
い
も
の
で
ゐ
る
が
故
に
、
仰
人
の
利
盆
正
一
耐
留
り
利
盆
ご
は
、
例
入
り
利
己
的
活
動
内
放
任
に
よ
ha
、

容
易
に
調
和
一
致
上
得
ら
れ
た
の
で
ゐ
る
。
リ
カ
ア
ド
の
如
き
は
、

マ
ル
サ
メ

J

己
北
九
に
、

ス
ミ
ス
ご
は
川
県
(
な
h
一則

舎
の
現
在
お
よ
び
婚
家
じ
っ
き
可
成
り
悲
制
的
見
解
の
下
に
あ
っ
た
こ
ピ
は
事
貨
で
ゐ
る
。
卸
丸
彼
等
は
こ
の
仰

人
の
利
己
的
欲
望
の
追
及
を
原
則
正
せ
る
枇
品
目
に
於
て
も
、
現
前
の
事
賀
正

L
て
、
幾
多
の
弊
寄
1
l
l特
に
産
装

革
命
の
成
就
に
件
ふ
拙
労
働
岩
窮
迫
の
↓
品
質
h
T
諸
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
わ
り

τも
y
カ
ア
ド
は
産
業
資
本
家
階

級
(
及
び
時
労
働
者
階
級
、
枇
曾
の
泊
費
者
一
般
)

ご
地
主
階
級
ピ
の
利
害
の
衝
突
を
明
b
か
に
意
誠
し
た
の
で
あ

h
、
hr
の
有
名
な
る
地
代
論
は
こ
の
意
識
い
於
工
生
れ
た
の
で
あ
る
o

け
れ
H

と
も
な
は
且
つ
側
人
の
利
己
的
活
動

己
批
曾

ω卒
頑
ご
は
結
局
に
於
て
一
致

L
得
る
も
の
で
め
り
、
川
畑
A

ザ
若
干

ω瞬
害
、
不
調
和
ゐ
る
も
こ
の
胤
則
の

• 

前
に
は
致
L
方
が
な
い
も
の
ご

P
カ
ア
ド
は
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
功
利
主
義
哲
皐
が
、
自
由
放
任
主
義

が
、
夏
に
叉
彼
れ
の
経
隣
接
が
官
時
の
枇
曾
の
現
朕
肯
定
の
哲
牟
で
あ
り
、
政
策
で
あ
h
、
経
済
率
で
あ
っ
た
所

一"



以
で
あ
る
。

y
カ
ア
ド
仁

zhτ
は
、
封
建
的
枇
曾
は
人
翁
的
融
曾
で
ゐ
り
、
歴
史
的
批
曾
で
ゐ
っ
た
が
、
彼
等

の
一
般
曾
は
氷
遠
性
を
有
っ
て
ゐ
る
自
然
の
刺
曾
で
あ
っ
た
。

ピ
ニ
ろ
が
こ
の
孤
立
的
の
「
経
糖
人
」
よ
り
出
俊
せ
る
、
叉
個
人
の
白
肉
な
る
利
己
的
活
動
の
是
総
に
本
づ
く
、

彼
等
の
哲
川
市
子
、
世
界
観
、
絞
憐
卒
、
政
策
は
、
決
L
τ
彼
等
め
信
す
る
が
如
(
‘
永
遠
に
川
士
宮
す
ゐ
も
の
で
は
な

〈
、
そ
れ
ら
は
、
彼
等
の
無
志
識
に
拘
は
ら
す
、
蛍
附

ω生
産
閥
係
の
一
山
田
達
段
階
に
於
り
る
支
配
階
級

ω世
界
観

で
ゐ
h
J
、
総
務
問
中
で
ゐ
り
、
政
策
に
外
な
ら
な
い
の
で
ゐ
る
o

最
大
多
数
の
最
大
半
緬
三
五
よ
も
、
そ
れ
は
彼
等

守
』
の
原
理
か
ら
直
も
じ
推
論
L
待
ら
る
べ
き
労
働
者
階
放

ω

資
本
家
階
級
の
立
場
か
ら
云
へ
る
も
の
に
す
ぎ
中
、

立
場
か

ι見
た
る
最
大
多
数
の
最
大
半
一
酬
は
彼
等
の
問
題
ご
せ
ざ
る
所
で
ゐ
っ
た
。
か
の
後
に
歪
つ

τ労
働
者
階

級
自
身
の
利
盆
の
主
張
ご
し
て
の
努
働
組
合
滋
動
が
勃
興
し
来
れ
る
時
に
、
最
先
に
一
〕
れ
に
謝
抗
L
、
そ
の
湿
萌

の
結
局
無
放
な
る
ぺ
き
こ

zer宣
言
し
た
の
は
、
こ
の
功
利
主
義
哲
盤
T

を
携
へ
る
古
典
的
中
減
税
隣
棋
の
勢
貨
基
金

説
で
ゐ
ウ
た
o

功
利
主
義
哲
山
学
は
蛍
に
彼
等
支
配
階
級
り
官
時
の
資
本
家
的
批
曾
の
畿
漣
段
階
仁
於
け
る
イ
デ
オ

ロ
ギ

1
で
ゐ
る
。
か
〈
解
L
て
こ
そ
吾
々
は
功
利
玉
義
哲
向
学
を
歴
史
的
に
償
値
づ
け
る
-
』
ご
が
で
き
る
で
あ
ら

A
ノ
。

な
る
桂
リ
カ
ア
ド
は
嘗
時
の
枇
曾
的
立
一
阪
な
る
一
一
紳
士
で
ゐ

h
、
枇
曾
国
家
を
思
ふ
-
}
己
人
に
議
ら

F
る
一
人

格
者
壬
ゐ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
に
が
そ
れ
に
か
ら
Z
云
つ

E
彼
が
そ
の
一
員
で
ゐ
る
支
配
階
級
の
、

わ
け
工
も
産

リ
カ
ア

r
o勢
働
者
階
級
府
車
視
と
功
利
主
義
哲
事

五
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リ
カ
ア
ド
山
勢
働
者
階
融
将
棋
脚
左
功
利
司
正
義
哲
皐

一.，、

業
資
本
家
階
級
の
利
害
を
代
衣
し
て
ゐ
な
い
ぜ
は
一
式
は
れ
旧
制
。

誰
し
も
人
類

ω味
方
た
る
前
に
先
づ
何
等
hr
の
階

級

ω
一
員
こ
な
ら
ね
ば
な
ら
旧
日
。

い
¥
ウ
ニ

ω階
級
仁
泌
せ
十
し
て
、

人
類
の
味
方
、

枇
命
日
常
共
の
利
盆
の
代
表
者

れ
い
ら
得
る
一
』
ど
は
不
可
能
で
あ
る
。

リ
/
カ
ア
ド
が
賞
附

ω新
典
的
資
本
家
階
級

ω利
害
山
代
衣
者
正
[
て
、

そ
の

階
級
的
世
界
湖
た
る
功
利
的
以
珊
聞
を
支
叫
刊
し
た
-
』
ピ
は
疑
ム
イ
〈
も
な
い
の
で
め
る
o

斯
〈
F
M
ア
ド
は
資
本
家
階
級
の
利
害

ω代
求
者
己
し

τ、
功
利
主
義
を
ど
つ
に
の
で
あ
る
が
、

-
」
の
こ
正
は
• 

彼
を

L
1
常
時
の
以
白
以
内
経
掛
邸
T

者
た
り
符
る
司
』
ピ
を
妨
げ
る
も

ω
で
は
な
か
っ
た
。
蓋

L
資
本
家
階
級
の
利
害

の
代
表
者
正
真
禁
日
常
一
中
な
る
科
山
中
者
己
は
‘
常
時

ω資
本
家
的
耐
品
目

ω畿
法
段
階
|
|
前
批
判
期
に
於

τは、

致
し
得
る
が
ら
で
あ
る
。
そ
札
此
に
リ
d

h

N

ア
ド
が
資
--A山
本
階
級

ω利
害
を
代
表
し
た
か
ら
古
工
、

片
ト
内
如

〈
、
そ
れ
故
に
彼
れ
の
師
眠
時
附
山
中

1
l易
い
は
論

ω科
山
中
性
を
疑
ふ
二
百
は
で
き
向
。

正
い
ふ
凶
r

は
枠
拡
に
資
本
家
階
級

の
利
害
を
代
求
す
る
ご
い
v

ふ
も

へ

Y

ト
的
云
ふ
が
如
〈
、
決
[
て
資
本
家
階
級
の
利
盆
を
硝
械
的
に
締
説
、
迫

及
せ
ん
が
た
め
に
、
科
棋
の
客
加
倒
的
異
質
性
よ
り
雌
れ
工
、
論
議
す
る
喧
】
じ
を
意
味

L
な
い
か
ら
で
あ
る
o

9 
jJ 

ア
ド
は
そ
の
科
撃
的
公
平
ピ
臭
理
に
謝
す
る
愛
好
心
ピ
を
以
て

t
て
は
、

7

F

7

ス
の
如
〈
に
、
科
m
A
f

の
客
削
倒
的

異
質
性
を
離
れ
て
、
自
己
の
階
級
の
利
盆

h

官
、
科
山
中

ω名
ω「
に
抽
出
及
、
主
張
す
る
こ
ご
は
で
き
な
か
っ
た
o

資

本
家
階
絞
り
イ
ヂ
オ
ロ
ギ

l
正
云
ふ
も
、

リ
カ
ア
「
の
縦
臨
倒
的
学
ぜ
マ
U
F
f
λ

の
そ
れ
ご
の
問
仁
は
著
し
き
差
異
が

あ
る
。
よ

L
「
η
ノ
カ
ア
ド
の
見
解
が
全
く
布
産
者
の
利
盆
に
於
て
あ
ら
う
ご
も

た
い
を
の
利
盆
が
生
産
の
利
益

~.. . . . 



正
、
又
は
人
間
的
労
働
の
生
産
的
畿
展
芭
一
致
し
て
ゐ
る
が
放
で
あ
b
、
又
然
る
限
ム
リ
に
於

τγ
ゐ
る
」
。

t~ 

か

ら
-
』
の
二
者
が
相
一
致
し
な
い
時
に
は
、

リ
カ
ア
ド
は
叫
労
働
者
及
び
氏
族
に
拙
到
し
て
無
関
心
で
あ
る
吉
岡
品
川
、
有

産
者
に
謝
し
て
も
鉱
山
側
心
で
あ
る
。

T

W

ク

λ

は
こ
の
こ
ご
を
設
明
す
る
た
め
に
リ
ノ
カ
ア
ド
の
訓
的
二
三
を
引
用

L
て
ゐ
る
。
今
そ
れ
を
迫
は
ん
じ
、

リ
カ
ア
ド
は
一
百
ム
ー
ー

「
或
る
特
別
な
る
階
絞
を
胤
癒
す
る
の
依
り
、
そ
の
凶
の
山
向
及
び
人
口
の
進
歩
を
阻
害
す
る
こ
ど
あ
れ
ば
、

u大
レ
に
越
川
叫
ご
す
る
で
あ
ら
う
」
。

-
】
の
詞
に
よ
ち
、

リ
カ
ア
ド
は
殺
物

ω輪
出
が
白
山
に
な
れ
ば
、

土
地
は
ぬ
来
せ
ら
れ
る
が
、

工
業
的
生
康
は

促
進
5
れ
る
、
依
に
土
地
私
有
は
生
産
の
俊
迭
の
た
め
に
犠
牲
に
せ
ら
れ
る
、

二
子

「二

0
.
0
0
0磁
の
資
本
(
是
的
刺
潤
は
年
一
一
、

0
0
0碗
)
を
所
有
せ
る
人
に
謝
L
て
は
、
彼
れ
の
資
本
が
百

人
を
使
則
L
ょ
う
が
、

千
人
を
使
用

L
ょ
う
が
・
又
生
産
苫
れ
た
る
貨
物
が
一

(
U
、
0
0
0砂
で
貞
れ
や
う
が
、

二
心
、

0
0
0紛
で
尚
れ
や
う
が
、

そ
ん
な
こ
ご
は
ど
う
で
も
よ

ν
で
あ
ら
う
。

た
hv

そ
の
何
れ
山
場
令
じ
も
、

彼
れ
の
利
潤
が
二
、

0
0
0時
以
下
仁
減
少
し
な
い
な
ら
ば
。
岡
氏
の
同
県

ω利
害
も
こ
れ
芭
同
じ
で
は
な
レ
か
。

そ
の
純
枚
入
、

そ
の
地
代
、
利
潤
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
剛
氏
が
千
高
人
の
住
民
か
ら
成
ら
う
が
、
千
二
一
尚
南

そ
ん
な
-
』
ご
は
大

L
化
問
題
で
は
な
い
」
o

人
的
住
民
か
ら
成
ら
う
が
、

こ
、
で
は
労
働
者
が
富
山
♂
た
め
じ
犠
牲
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
文
章
は
他
の
多
〈
の
弟
者
が
腿
々
引
用
し
、

リ
方
ア
ド
山
州
勢
働
者
世
融
掃
車
制
酬
と
功
訓
主
義
哲
聞
串

Fじ

手L
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u
y
カ
ア

γ
白
勢
働
者
階
組
勝
講
師
醐
み
」
功
利
主
義
青
島
-

F、

以
て
u
y

カ
ア
ド
が
券
働
者
階
級
に
謝
し
て
如
何
に
酷
藩
で
あ
っ
た
が
を
示
さ
う
ご
す
る
。

「
若
干
の
資
本
が
失
は
れ
る
で
ゐ
ら
う
こ
ご
は
否
定
で
き
泊
。
だ
が
資
本
め
所
有
又
は
保
存
は
最
後
の
目
的
で

ゐ
る
か
、
手
段
で
あ
る
か
?

疑
も
な
く
子
段
で
あ
る
。
五
口
々
の
欲
す
る
所

ωも
凶
は
貨
物
の
山
崎
布
で
あ
る
。

vh

か
ら
岩
し
も
五
日
々

ω資
本

ω
一
部
分
を
犠
牲
に
す
る
こ
己
に
よ

b
、
吾
々
の
享
巣
お
よ
び
主
・
踊
に
役
立
つ
ご
こ
ろ

の
目
的
物
の
年
々
の
生
産
物
を
増
加
す
る
ニ
正
が
誇
明
き
れ
得
る
な
ら
ば
、
苦
々
は
、
苔
々
の
資
本
山
り
一
郎
分
を

ご
私
は
思
ふ
」
。

失
ふ
も
不
苧
を
云
ふ
べ
き
で
は
な
レ
‘

こ
、
に
「
五
日
々
の
資
本
」
ご
は
、
吾
々
に
も
リ
ノ
カ
ア
ド
に
も
麗
し
な
い
で
、
資
本
家
に
よ
っ
て
土
地
に
投
壱
ら
れ

τね
る
資
本
を
意
味
し

τゐ
る
o

が
こ
、
に
「
五
日
々
』
ご
は
、
困
民
の
平
均
で
あ
る
。
「
五
日
々
の
』
官

ω増
加
は
枇
曾

の
直
的
増
加
で
あ
る
・

そ
し

τこ
の
官

ω増
加
は
、

か
、
る
目
的
ご
し
て
.

-
』
の
官

ω分
配
に
典
か
る
も
の
じ
は

何
等
闘
係
す
る
ご
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。

科
卒
の
客
川
倒
的
真
理
性
は
階
絞
の
利
害
・
要
求
ピ
離
れ
て
倒
立
に
存
在
す
る
。

時
ノ
カ
ア
ド
は
常
時
の
産
業
資
本

家
階
級
の
代
表
者
で
ゐ
っ
た
に
拘
は
ら
す

そ
の
日
常
手
異
執
事
な
る
科
事
的
指
(
理
の
発
好
者
で
あ
っ
た
が
依
に
、
賞

時
の
最
良
の
経
協
閉
山
学
者
己
し
て
、
科
卒

ω歴
史
じ
極
め

τ主
要
な
る
地
位
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
ソ
カ

ア
ド
ピ
離
も
亦
附
代
の
子
た
る
二
子
宮
融
附
す
る
わ
り
に
は
行
か
臥
。
彼
が
如
何
に
明
倣
冷
紛
な
る
頭
脳
を
有
L
、
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何
人
に
も
譲
ら

F
る
朝
刊
率
的
愛
好
心
を
所
有
し
た
で
あ
ら
う
己
も
、
彼
れ
の
時
代
首

そ
の
資
本
家
階
級
の
一
員
た

る
こ
ご
か
ら
超
越
す
る
e

」
ご
は
で
き
ぬ
。
そ
れ
は
腫
史
的
必
然
で
あ
る
o
彼
は
、

そ
の
営
附
の
支
配
的
イ
デ
オ
口

ギ
ー
に
支
配
せ
ら
れ
、

〈

v
d
b

戸
ム
の
功
利
主
義
世
採
川
し
、
自
然
的
運
命
凱
に
立
脚
す
る
こ
ご
に
よ
b
¥
散
時
の
最

す
る
非
同
附
史
的
非
刷
曾
的
認
識
、

そ
の
ペ
ン
タ
ム
流
の
功
利
主
義
的
自
然
削
、
運
命
制
等
々
は
、

そ

ω時
代
の
-

-
比
の
絞
隣
町
学
者
た
h
得
た
の
で
め
る
が
、
同
時
に
そ
れ
い
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
支
配
古
品
、
役
旬
、
を
乃
伊
出
身
持
、

i

l

i

t

-

-

2

 

労
賃
論
の
科
事
性
は
局
限
せ
ら
れ
ざ
る
ぞ
得
な
い
。
経
隣
地
象
わ
げ
て
も
勢
働
者
階
'M
仙
の
現
庇
H
A
ぴ
附
川
市
市
川
叫
に
劉

段
の
後
展
に
よ
っ
て
止
揚
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ぺ

Y

タ
ム
の
功
利
主
義
的
附
芥
削
慨
を
止
揚
す
る
も

ωは
何
か
?

止
揚
す
る
限
・
り
そ
れ
は
こ
の
功
利
の
原
理
を
止
揚
契
機
ざ
し
て
包
織
す
る
も
の
で
な
〈
て
は
な
ら
旧
制
。
(
一
、
八
、
六
)

リ
カ
ア

γ
の
捗
働
者
階
融
持
車
翻
と
功
刺
主
義
師
円
単

ゴι


